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ふるさとの恵みと誇りを未来につなぐ
安心と成長のまち 八女

　１月８日㈰、八女市二十歳の成人式がおり
なす八女で行われました。。
　会場は振袖姿やスーツ姿などで、華やかな
雰囲気に。20歳の皆さんは、友人との久しぶ
りの再会を喜びました。【関連記事３ページ】

１月8日㈰、おりなす八女で八女市二十歳の成
人式が行われました。参加者の皆さんは、友人
との久しぶりの再会を喜びました。
【関連記事３～5ページ】

私たち、二十歳になりました！
私たち、二十歳になりました！

八女市二十歳の成人式祝
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掲載している催し等が変更になる場合
があります。市ホームページ、または問
い合わせ先で確認してください。

八女市企画政策課

d ボタン広報誌

FM 八女 お知らせ放送

@yamecitykoho

新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。

1日3回（7時・12時20分・20時）に放送します。

テレビをKBC（1チャンネル）に合わせ、
リモコンのdボタンを押して視聴します。

＠yamecity

広報 2023年（令和5年）2月1日号八女市 No.1238

yamecity
YouTube

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM 八女【80.1MHz】を通じて放送します。
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▼ 12月の交通事故の状況

▼ 12月の火災・救急の状況

▼人口と世帯（12月31日現在）

▼ 12月の異動

納期限・口座振替日
2月28日（火）
納税は、安全便利な口座振
替をご利用ください。納期
限内の納付にご協力ください。
遅れると督促料や延滞金が発
生します。※納付書の再発行
は担当課へご連絡ください。

◦固定資産税（4 期） ◦国民健康保
険税（8 期） ◦後期高齢者医療保険
料（8 期） ◦介護保険料（8 期） ◦
住宅使用料（2 月） ◦保育料（2 月） 
◦水道料金・下水道使用料（6期） 
◦農業集落排水施設使用料（6期）
◦下水道受益者負担金（4期）

2月に納めるもの

健康だより

八女市二十歳の成人式

雛の里・八女ぼんぼりまつり

所得税・住民税の申告が始まります

４月は統一地方選挙が行われます

新型コロナウイルス感染症・物価高騰対策関連事業

第 39 回八女・桜まつり健康マラソン参加者募集

2月イベントカレンダー

図書館だより・おりなす八女

まちのわだい TOPICS

なぜなぜ人権

夢たちばな観梅会・福岡県立美術館所蔵品巡回展

ページ
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ページ
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2
人口 60,926 （＋ 92）
男 28,826 （＋ 29）
女 32,100 （＋ 63）

世帯数 25,739 （＋ 157）
　※（　）内は前月比

出生 26 人 死亡 93 人
転入 288 人 転出 129 人

火災出火件数 1 件 （30 件）
救急出動件数 411 人（3,403 件）
救急搬送人数 396 人 （3,278 人）

人身事故発生件数 198 件 （1,250 件）
傷　　者 259 人 （1,624 人）
死　　者 0 人 （0 人）
※（　）内は１月からの累計

10 ページ シリーズ  南北朝・菊池一族歴史街道（最終回）
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資産等報告書についての審査意見書要旨

各課お知らせ

青少年チャレンジウォーク参加者募集

お知らせ
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第69回八女市
二十歳の成人式
ありがとう
と

おめでとう
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◦飲酒
◦喫煙
◦競馬、競輪、オートレー
ス、競艇の投票券（馬券
など）を買う
◦養子を迎える
◦国民年金に加入する義
務が生じる

　

第
69
回
八
女
市
二
十
歳
の
成
人
式

が
１
月
8
日
㈰
、
お
り
な
す
八
女
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
対
象
者
は

５
７
５
人
。
令
和
4
年
4
月
か
ら
成
人

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、市
で
は
こ
れ
ま
で
通
り
20
歳
に
な

る
人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
は
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿
な
ど

で
華
や
か
な
雰
囲
気
に
。
20
歳
の
皆

さ
ん
は
、
友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
び
ま
し
た
。

　

今
回
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、参

加
者
の
マ
ス
ク
着
用
や
検
温
、手
指
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
設
置
な
ど
の
対
策

が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
は
12
人
の
実
行
委
員
会（
今

村
謙
吾
実
行
委
員
長
）
に
よ
り
企
画
・

準
備
・
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の

中
で
三
田
村
市
長
は
「
故
郷
を
誇
り

に
、
仲
間
と
の
絆
を
大
切
に
し
て
、
新

し
い
時
代
の
主
役
と
な
っ
て
活
躍
し
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

今
村
実
行
委
員
長
は
「
自
分
の
道

を
切
り
開
く
勇
気
が
、
成
人
式
を
通

し
て
よ
り
大
き
な
も
の
に
な
れ
ば
」
と

あ
い
さ
つ
。「
は
た
ち
の
主
張
」
で
は
、

20
歳
を
代
表
し
て
2
人
が
思
い
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
恩
師
か
ら

の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
と
し
て
先
生
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
、
若
者
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
と
思

い
に
彩
ら
れ
た
、
心
温
ま
る
成
人
式
と

な
り
ま
し
た
。 成人式の

式典中の
動画はこち
ら。
（2月末まで）

新
時
代
を
切
り
開
く

18 歳（成人）になったらできること

20 歳にならないとできないこと

◦保護者の同意がなくて
も契約できる（クレジッ
トカードを作る、ローン
を組む、携帯電話の契
約、一人暮らしの部屋
を借りるなど）
◦10年有効のパスポー
トを取得する
◦国家資格の取得（公
認会計士や司法書士、
医師免許、薬剤師免許
など）
◦結婚（男女とも18歳に）
◦性同一性障害の人が性別の取り扱いの変更審
判を受けられる
◦裁判員に選ばれるようになる

　
こ
う
し
て
成
人
式
を
迎
え

ら
れ
た
の
は
両
親
や
家
族
、

先
生
方
、
友
人
た
ち
、
ま
た

数
え
ら
れ
な
い
程
多
く
の
人

た
ち
の
支
え
に
よ
る
も
の
だ

と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
20
代
に
な
る
に
あ
た

り
「
探
求
心
を
忘
れ
な
い
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
立
て

ま
し
た
。

　
私
は
現
在
、
市
役
所
職

員
と
し
て
働
い
て
い
る
傍
ら
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
審
判
員
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
私

は
中
学
１
年
か
ら
高
校
３
年

ま
で
部
活
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
校

卒
業
後
も
何
ら
か
の
形
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
に
携
わ
り
た
い

と
思
い
、
審
判
員
の
資
格
を

去
年
12
月
に
取
得
し
ま
し

た
。
審
判
は
試
合
の
結
果
を

左
右
し
て
し
ま
う
大
事
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
日
々
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を

熟
読
し
、
研
修
会
や
講
習
会

に
は
積
極
的
に
参
加
し
安
定

し
た
レ
フ
ェ
リ
ン
グ
が
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
日
本
で
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
バ
レ
ー
が
開
催
さ
れ

る
の
で
、
一
審
判
員
と
し
て

大
舞
台
で
活
動
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
20
代

ま
で
に
も
っ
と
上
の
資
格
を

取
得
し
、
Ⅴ
リ
ー
グ
の
主
審

と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に

探
求
心
を
忘
れ
ず
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
「
探
求
心
を
忘

れ
な
い
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
す
。

探
求
心
を
忘
れ
ず

人
生
を
歩
む

坂
井 

禎よ
し
宗の
り

さ
ん

（
代
読
＝
平
山 

葵あ
お
いさ

ん
）

は
た
ち
の
主
張

（
2
人
の
主
張
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
）
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令
和
４
年
４
月
か
ら
18

歳
以
上
が
成
人
と
な
り
ま
し

た
が
、
や
は
り
私
に
と
っ
て

二
十
歳
を
迎
え
た
と
い
う
こ

と
は
す
ご
く
特
別
な
こ
と
で

す
。
ま
だ
あ
ま
り
実
感
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
20
年
生
き
た

ん
だ
な
」「
大
人
に
な
っ
た
ん

だ
な
」
と
感
慨
深
く
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
周
囲
に
守
ら
れ

て
き
た
10
代
と
は
違
い
、
自

分
と
い
う
存
在
が
良
く
も
悪

く
も
子
ど
も
た
ち
や
10
代
の

子
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う

こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
先
、
私
は
自
分
自
身

を
か
っ
こ
い
い
と
思
え
る
大

人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
が
考
え
る
理
想
像

は
「
失
敗
を
自
分
が
で
き
な

か
っ
た
言
い
訳
に
せ
ず
、
こ

れ
か
ら
成
長
し
て
い
く
た
め

の
糧
に
で
き
る
人
」
で
す
。

　
大
人
に
な
っ
て
も
失
敗
は

つ
き
も
の
で
す
。
そ
ん
な
時

に
、
嘘
を
つ
い
た
り
、
隠
し

た
り
せ
ず
、
素
直
に
周
り

に
謝
れ
る
人
。
反
省
し
な
が

ら
も
「
次
こ
そ
は
」
と
強
い

心
を
も
っ
て
立
ち
上
が
れ
る

人
。
そ
ん
な
人
間
に
私
は
な

り
ま
す
。

　
人
を
大
事
に
す
れ
ば
、
自

分
を
大
事
に
し
て
く
れ
る
人

が
い
る
。
類
が
友
を
呼
ぶ
の

で
は
な
く
、
友
が
類
に
な
る
。

そ
う
信
じ
て
自
分
の
周
り
に

い
る
人
た
ち
だ
け
で
も
幸
せ

に
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

　
本
日
の
主
張
を
心
に
刻
み
、

こ
れ
か
ら
も
続
く
長
い
人
生

を
楽
し
か
っ
た
と
言
え
る
よ

う
生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
。

谷
川 

蒼あ
お
いさ

ん

無事に成人の日を迎え
られたのは、周りの人
たちの支えによるもの
と感謝しています。こ
れからも信頼に応えら
れる公務員となれるよ
う精進します。

一度きりの成人式を
最高のものにしたい
と思い、実行委員に
立候補しました。実
行委員全員で最高
の成人式を作ること
ができました。

制御情報工学を学
んでいます。やり
たいことに向けて、
自分の生まれ育っ
たふるさと八女に
感謝して突き進ん
でいきます！

現在、美容学生と
して2月に行われ
る国家試験に向け、
学科や実技の練習
を頑張っています。

薬剤師になることを
夢に大学で学業に
励んでいます。ここ
まで大切に育ててく
れた両親には感謝
の気持ちでいっぱ
いです。

山
口 

愛ま
な

美み

さ
ん

糸
山 

陸り
く

都と

さ
ん

高
山 

陽ひ

菜な

さ
ん

大
久
保 
咲さ

き

花か

さ
ん

今
村 

謙け
ん

吾ご

さ
ん

18歳の時に広報八女に
登場した酒井さん。肥
後銀行陸上部（実業団）
に所属し、皆さんに夢・
感動を与えられるオリ
ンピック選手を目指し
ています。

18歳の時に広報八女に
登場した横溝さん。法
政大学自転車競技部に
所属しています。競輪選
手になること、日本代表
となり世界で戦うこと
を目標に頑張ります。

酒
井 

美み

玖く

さ
ん

横
溝 

貫か
ん

太た

さ
ん

２年後 ２年後

紙面に登場したアスリート

２0歳の皆さんの今の思いインタビュー

周
囲
を
大
事
に

か
っ
こ
い
い
大
人
へ

5 　 広報八女  2023.2.1 
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ま
つ
り
期
間
中
は
、
白
壁
の
町
並
み
周
辺

や
中
心
商
店
街
な
ど
約
１
０
０
か
所
に
雛
人

形
が
飾
ら
れ
、
市
内
は
お
雛
様
一
色
に
染
ま

り
ま
す
。
雛
人
形
を
飾
っ
て
い
る
会
場
の
目

印
に
、
提
灯
が
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

通
り
か
ら
の
観
覧
の
み
の
会
場
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
２
月
19
日
㈰
～
３
月
12
日
㈰
10
時

～
17
時

◦
会
場
＝
福
島
地
区
一
帯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
茶
の
く
に
観
光
案
内
所

（
☎
２
２・６
６
４
４
）
▽
八
女
伝
統
工
芸
館

（
☎
２
２・３
１
３
１
）

※
期
間
中
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。
お
ひ
な

さ
ま
巡
り
マ
ッ
プ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
公
募
で
選
ば
れ
た
カ
ッ
プ
ル
に
よ
る

十
二
単
で
の
結
婚
式
（
午
前
）、
ま
た
は
フ
ォ

ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ（
午
後
）を
執
り
行
い
ま
す
。

◦
日
に
ち
＝
２
月
19
日
㈰
、
３
月
５
日
㈰

◦
会
場
＝
福
島
八
幡
宮
、
福
島
の
町
並
み

　

役
目
を
終
え
た
お
雛
さ
ま
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
供
養
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
26
日
㈰
14
時
～
（
事
前
申
込

者
の
み
）

◦
会
場
＝
福
島
八
幡
宮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課
（
☎
２
３・１

１
９
２
）

※
雛
人
形
以
外
の
人
形
、
雛
飾
り
は
供
養
で

き
ま
せ
ん
。

　

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
期
間
中
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
情
報
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認

で
き
ま
す
。

2/19 ㈰

3/12 ㈰

雛ひ
な

の
里
・
八
女

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り

　
箱
雛
発
祥
の
地
で
あ
り
、
古
く
か
ら
雛
人
形
を
作
り
続
け
て
い
る
八
女
。
雛
人
形
の
ふ
る
さ
と

が
お
く
る
「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
」
は
、
今
年
で
26
回
目
を
迎
え
ま
す
。
早
春
の
八

女
を
代
表
す
る
ま
つ
り
を
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主
催
／
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会

✿✿
見
学
は
提
灯
が
目
印

見
学
は
提
灯
が
目
印

✿✿
お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭

お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭

✿✿
各
種
イ
ベ
ン
ト

各
種
イ
ベ
ン
ト

✿✿
福
島
八
幡
宮
で
の
結
婚
式
・

福
島
八
幡
宮
で
の
結
婚
式
・

フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

　 八 女 市 HP
から詳細を確
認できます

▲

その他協賛イベント

雛人形、羽子板、五月人形
制作実演
◦期間＝まつり期間中の土・
日・祝日
■常設展示＝「徳川家と江戸
時代の雛人形展」
◦営業時間＝10時～18時30分
◦八女人形会館（☎ 24・5550）

園児の雛かざり
◦おりなす八女（☎ 22・5332）
◦期間＝まつり期間中（毎
週月曜日休館）

八女のおひなさまたち展
◦横町町家交流館（☎23・4311）
◦期間＝ 2 月 7 日㈫～ 4 月
4 日㈫（期間中無休）

～
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■
会
場
＝
立
花
町
谷
川
梅
林
周
辺

■
開
催
日
＝
２
月
18
日
㈯・
19
日
㈰・

23
日
㈷
・
25
日
㈯
・
26
日
㈰

※
梅
園
お
よ
び
ト
ン
ネ
ル
内
は
、
平
日
の

入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。
観
梅
会
開
催
日
の

５
日
間
の
み
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

梅
林
散
策
、
地
元
特
産
品
・
農
産
物
販

売
な
ど
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

◦
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
出
演
者
＝
ニ
ュ
ー
チ

ル
ド
レ
ン
ズ
・
Ｏオ

リ

ス

ト

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
・
Ｃコ

ン

コ

ン

Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
・

日
本
伝
統
芸
能
猿
ま
わ
し
・
み
つ
と
も
保

育
園
・
ち
く
ご
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ

ブ
・
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

◦
屋
外
イ
ベ
ン
ト
＝
竹
あ
か
り
作
成
体
験

（
14
時
～
）

　

約
３
０
０
０
本
の
竹
あ
か
り
が
幻
想
的

な
世
界
を
彩
り
ま
す
。

◦
屋
内
イ
ベ
ン
ト
＝
竹
あ
か
り
幻
想
の
世

界
（
10
時
～
16
時
、
入
場
料
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
支
所
ま
ち
づ
く
り

推
進
係
（
☎
２
３・５
１
４
２
） 

八
女
市
観

光
協
会
立
花
支
部
（
☎
３
７・１
０
５
５
）

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー（
ト
ン
ネ
ル
）で
の
催
し

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー（
ト
ン
ネ
ル
）で
の
催
し

谷
川
梅
林
で
の
催
し

谷
川
梅
林
で
の
催
し

　福岡県立美術館の所蔵作品を紹介する「移動美術館展」を
八女市田崎廣助美術館で開催します。テーマは「梅香る八女は
美術も華ざかり！」
　見頃を迎える「梅」と、坂本繁二郎をはじめ、古賀春江や青木
繁など多くの著名な作家たちを輩出した「筑後地域」、そして八
女の誇る画家・田崎廣助も数多く描いた「山々」をテーマに、
県立美術館所蔵作品から、絵画や彫刻、工芸など約 40 点を展
示します。梅が咲きほこる時期とも重なりますので、観梅とあ
わせて、福岡県立美術館の作品をお楽しみください。
◦問い合わせ＝八女市田崎廣助美術館（☎ 24・8304 ／八女
市立花町原島 108 番地 1）
※展示入れ替えのため、展覧会前後に臨時休館期間を設けます。

― 梅香る八女は美術も華ざかり！ ―
令和４年度福岡県立美術館所蔵品巡回展「移動美術館展」

※（　）内は 20 人以上の団体割引料金
※高校生以下、身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付
を受けている人およびその介助者は無料
主催＝令和 4 年度福岡県立美術館所蔵品巡回展「移動美術館展」実行委員
会（八女市、八女市教育委員会、福岡県立美術館）
共催＝（公財）福岡県教育文化奨学財団

■会期＝ 2月4日㈯～ 2月26日㈰
■開館時間＝9:00～17:00（最終入場16:30）
■休館日＝月曜日
■入場料＝一般 210 円（170 円）

坂本繁二郎
《放牧場》
1967年
油彩・画布
福岡県立
美術館所蔵

髙島野十郎
《からすうり》
(部分)、1935年
油彩・画布
福岡県立
美術館所蔵

田崎廣助
《山（宝満山）》
1980年
油彩・画布
福岡県所蔵

■関連イベント
◦ワークショップ「ろうそくの賜

おく

りもの」
八女で採れた櫨を材料に和ろうそくを作ります。
▽日時＝ 2月11日㈷ 13:00 ～ 15:00
▽講師＝牛島智子（作家／八女市在住）
▽定員＝ 20 人（要予約・先着順）
▽参加費＝ 500 円
◦ギャラリートーク
▽日時＝ 2月4日㈯・17日㈮ 14:00～（30 分程度）
▽講師＝中島由実子（福岡県立美術館 学芸員）
▽会場＝展示室
※予約不要、参加無料（要展覧会入場券）

夢
た
ち
ば
な
観
梅
会

夢
た
ち
ば
な
観
梅
会

　
九
州
有
数
の
梅
の
産
地
、
谷
川
梅
林
一
帯
は

九
州
の
梅
の
三
名
園
と
さ
れ
、
約
80
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
広
大
で
な
だ
ら
か
な
斜
面
い
っ
ぱ
い
に
約

２
万
本
の
梅
が
咲
き
誇
り
ま
す
。ワ
イ
ン
セ
ラ
ー

ト
ン
ネ
ル
内
で
約
３
千
本
の
竹
を
利
用
し
て
行

う
「
竹
あ
か
り
幻
想
の
世
界
」
は
、

訪
れ
る
人
の
心
に
深
い
感
動
を
与
え

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

第34回第34回
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下
表
の
と
お
り
令
和
４
年
分
の
申

告
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
期
限
内

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
住
ま

い
の
地
区
の
指
定
日
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
指
定
日
に
都
合
が
悪
い
人

は
、
指
定
日
以
外
で
も
各
会
場
の
申

告
日
程
の
中
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
期
限
内
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
申
告
内
容
等
の
詳
細
は
、
広
報
八

女
１
月
１
日
号
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
令
和
４
年
分
の
確
定
申
告
は
、
自

宅
か
ら
eｰ

T
a
x
で

　

確
定
申
告
に
は
、
自
宅
か
ら
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
告
で
き

る
eｰ

T
a
x
が
便
利
で
す
。
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
も
、
eｰ

T
a
x

を
利
用
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
の

作
成
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
下
記
、
市
申
告
会
場
内
に
も
、「
自

分
で
申
告
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
参
い
た
だ
く
と

ご
利
用
で
き
ま
す
。

◎確定申告会場への入場には「入場
整理券」が必要です
　申告会場での混雑緩和のため次の
いずれかの方法により整理
券をお求めください。
①申告会場での当日配布
② LINE アプリによる事前
発行（国税庁 LINE 公式アカウントを
友だちに追加）
◎税務署申告会場
◦申告会場＝八女伝統工芸館（八女市
本町 2-123-2）
◦設置期間＝2月8日㈬～3月15日㈬、
9時～16 時受付※土・日・祝日を除く
◦申告期限＝【所得税・贈与税】3
月15日㈬ 【消費税】3月31日㈮
※上記期間中は八女税務署内での申
告相談は行っていません。
◦問い合わせ＝八女税務署（☎ 23・
5191）

令
和
4
年
分
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す

得税所
県民税市

八女税務署からのお知らせ

確定申告（市民税・県民税申告）日程表　

▼上陽会場　　
日程 対象地区（午前） 対象地区（午後） 会場 時間

2/7㈫ 上横山第１・第2 下横山第1・第2 上
陽
支
所

１
階
小
会
議
室

9
時
～
16
時

2/8㈬ 北川内第１・久木原 北川内第2
2/9㈭ 北川内第3 北川内第4・第5

▼黒木会場　　
日程 対象地区（午前） 対象地区（午後） 会場・時間

2/10
㈮

笠原中央・釈形・
南笠原・下鹿子尾・
上鹿子尾・椿原

大淵・吹原・無田・
剣持

黒
木
支
所
大
会
議
室

9
時
～
16
時

2/13
㈪

下名・中名・上名・
鹿子生

荒谷・岳弓掛・
四条野・神露淵・
花渡

2/14
㈫

下田代・中田代・
上田代

南本分・中原・
犬山・田本・
湯辺田

2/15
㈬ 西桑原・馬場 上北本分・下本分・

本分中央

2/16
㈭

東上町・西上町・
中町・下町・栄町・
東今・西今

谷蓮輪・東桑原

2/17
㈮

南木屋・原・山中・
北木屋・東木屋

東・北大淵・
大淵中央・月足

▼立花会場　
日　　程 対象地区 会場 時間

2/20㈪ 光友地区
立花市民
センター
イベント
ホール

（立花支所
敷地内）　

9時～
16時

2/21㈫ 辺春地区
2/22㈬ 北山地区
2/24㈮ 白木地区

2/27㈪～
3/15㈬ 

（土･日･祝日を除く）

八女市
全地区

▼矢部会場　
日　程 対象地区 会場 時間

2/1㈬  矢部1区・2区・5区 矢部公民館
大ホール

9時～
16時2/2㈭  矢部3区・4区・6区

▼星野会場　
日　程 対象地区 会場 時間

2/3㈮  星野地区・上郷地区 星野支所
大集会室

9時～
16時2/6㈪  小野地区・椋谷地区

※今回の八女市全地区の申告は、立花市民セン
ターでの受け付けとなりますのでご注意ください。

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、来場の際は次の点にご理解ご協力ください。
■マスク着用、アルコール消毒液利用のお願い
■検温の実施（37.5 度以上の発熱が認められる場合は入場をお断りすることがあります）

※記入済みの申告書については、市役所本庁税務課窓口でも受
け付けます。

問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
２
３・１
１
１
３
）

新庁舎建設準備等のため、八女市役所本庁から立花市民セン
ターに変更しています。駐車場は、庁舎前ロータリーではなく駐
車スペースを使用してください。

国税庁 LINE

国税庁ＨＰ
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新型コロナウイルス感染症に関する給付金などの「お知らせ」

■令和 4 年度低所得の子育て世帯に対する
給付金・応援金について
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中
で、収入減少・物価高騰などの影響を受けた子育て
世帯を支援するため、次の給付金・応援金を支給し
ています。
　本給付金等を既に受け取った人以外で、新型コロ
ナウイルス感染症の影響で家計が急変し、住民税非
課税相当になると見込まれる人などは申請すること
で、給付を受け取ることができます。
◦申請期限＝ 2 月 28 日㈫
◦問い合わせ＝子育て支援課こども支援係（☎24・
9342）

■事業者支援策の申請はお済みですか
( 市内事業者の皆さんへ )
①個人事業者・法人事業者＝新しい生活様式対応
事業導入助成金
◦交付額＝上限 10 万円（対象経費の 2/3）
　「新しい生活様式」または「感染拡大予防ガイド
ライン」に該当する購入や設置工事等
◦申請期限＝ 3 月 31日㈮
②貨物運送事業者＝燃料費高騰対策支援金
◦交付額＝上限 100 万円
　普通自動車＝ 8 万円、小型自動車 6 万円、
軽自動車 3 万円
◦申請期限＝ 2 月 28 日㈫
③交通事業者（バス・タクシー・運転代行事業者）
＝燃油高騰対策支援金
◦交付額＝上限１00 万円（乗車定員 11 人以上＝ 8
万円、6 人以上 11 人未満＝ 6 万円、6 人未満
＝ 3 万円）
◦申請期限＝ 2 月 28 日㈫
◦問い合わせ＝商工振興課（☎ 24・9177）

　
■傷病手当金の期間延長
　国民健康保険に加入している人について、新
型コロナウイルス感染症に関する傷病手当金の
支給対象期間を 3月末まで延長します。
◦問い合わせ＝健康推進課国民健康保険
係（☎ 23・1116）

名称 給付額
ホーム
ページ

ひとり親
世帯向け

子育て世帯
生活支援

特別給付金

児童１人
あたり
５万円

ひとり親家庭
応援金

１世帯
３万円

ひとり親
世帯以外の
世帯向け

子育て世帯生活
支援特別給付金

（その他世帯分）

児童１人
あたり
５万円

子育て世帯
生活応援金

１世帯
３万円

省エネ家電製品の買い換えを補助します

　省エネによる地球温暖化対策の推進、エネルギー料金の負担軽減
を図るため、省エネ家電の買い換えについて補助を行います。
◦対象製品＝統一ラベルで星が 3 つ以上のエアコン、冷蔵庫、冷凍庫、
テレビ（ただし、エアコン、テレビにおいては、新基準の統一ラベル
の星が 1.1 以上であれば対象）
※令和4年4月1日以降に、八女市内の店舗で買い換えた新品が対象。
◦申請期限＝ 2 月 28 日㈫ ※申請は世帯につき１回限り
◦補助金額＝購入金額の 2 分の 1、千円未満切り捨て。
・八女市内に本店を有する店舗＝上限 7 万円
・上記以外の市内店舗（大型量販店等、本店が市内に無い場合）＝上限
5 万円
◦問い合わせ＝環境課環境保全・政策係（☎ 23・1462）
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久
留
米
市

南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
⑥

　
菊
池
一
族
の
盛
衰
に
大
き
く
関
わ
っ
た
高
良

山
を
は
じ
め
、
多
く
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

①
高
良
大
社
・
毘び
し
ゃ
も
ん
だ
け

沙
門
岳
城
（
御
井
町
）

　
高
良
山
は
、筑
紫
平
野
と
大
宰
府
を
一
望
す

る
場
所
に
あ
り
ま
す
。
菊
池
武
光
と
懐
良
親

王
は
高
良
山
を
拠
点
と
し
て
、大
宰
府
の
少し
ょ
う
に弐

氏
と
戦
い
、遂
に
は
九
州
を
制
覇
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、今
い
ま
が
わ
り
ょ
う
し
ゅ
ん

川
了
俊
が
大
宰
府
を
奪
還
す
る

と
再
び
南
朝
方
の
拠
点
と
な
り
、
了
俊
と
筑

後
川
を
挟
ん
で
勢
力
争
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
高
良
山
の
山
頂
に
は
、懐
良
親
王
が
滞
陣

し
た
と
伝
わ
る
毘
沙
門
岳
城
跡
が
あ
り
ま
す
。

隣
接
す
る
高
良
大
社
奥
の
院
に
は
、大お
お
ほ
ば
る

保
原

合
戦
に
出
陣
す
る
親
王
が
、勝
利
を
祈
願
し

飲
ん
だ
と
さ
れ
る
湧
水
が
あ
り
「
勝
ち
水
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

②
龍
護
山
千
光
寺
（
山
本
町
）

　
日
本
に
臨
済
禅
を
伝
え
た
栄
西
が

１
１
９
２
年
に
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
寺

院
で
す
（
現
在
は
曹
洞
宗
）。
境
内
に
は
、
江

戸
時
代
に
星
野
村
大
円
寺
か
ら
移
さ
れ
た
懐

良
親
王
の
供
養
塔
や
廟
、討
死
し
た
貴
族
た

ち
の
墓
な
ど
南
朝
関
係
の
遺
跡
が
あ
る
一
方
、

西
暦
１
３
７
７
年
を
示
す
北
朝
の
年
号
「
永

和
三
年
」
銘
を
持
つ
梵ぼ
ん
し
ょ
う鐘も
あ
り
ま
す
。

　
６
月
に
は
、境
内
は
７
０
０
０
株
も
の
ア
ジ

サ
イ
に
彩
ら
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

③
宮
ノ
陣
神
社
・
遍へ
ん
ま
ん
じ

万
寺
（
宮
ノ
陣
町
）

　
宮
ノ
陣
町
は
、懐
良
親
王
が
陣
を
置
か
れ

た
こ
と
を
由
来
と
し
た
地
名
で
す
。
大
保
原

合
戦
後
、武
光
の
弟
武
邦
は
兄
の
命
に
よ
り
、

懐
良
親
王
お
手
植
え
と
伝
わ
る
「
将
軍
梅
」

の
傍
ら
に
庵
を
構
え
、
戦
死
者
を
弔
い
ま
し

た
。
庵
は
浄
土
真
宗
遍
万
寺
と
な
り
、代
々
武

邦
の
子
孫
が
住
職
を
勤
め
て
い
ま
す
。

　
隣
に
は
、良
成
親
王
・
懐
良
親
王
を
祭
神

と
し
た
宮
ノ
陣
神
社
が
あ
り
ま
す
。
社
殿
に

は
八
女
市
五
條

家
の
旗
に
描
か

れ
た
八や
た
が
ら
す

咫
烏
を

模
し
た
神し
ん
も
ん文

彫
刻
が
あ
り
ま

す
。同
町
に
は
、

大
保
原
合
戦
の

戦
死
者
を
供
養

す
る
五
万
騎
塚

も
あ
り
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
市
文
化
財
保
護
課

（
☎
０
９
４
２・３
０・９
２
２
５
）
／
八
女
市
文

化
振
興
課
文
化
振
興
係
（
☎
２
３・１
９
８
２
）

※
６
回
に
わ
た
り
掲
載
し
て
き
た「
南
北
朝
・

菊
池
一
族
歴
史
街
道
」は
、今
号
で
終
了
し
ま

す
。

◆
シ
リ
ー
ズ
◆

道路・水路の占用期間満了に
伴う更新手続き

知っていますか「成年後見制度」

【市民公開講座】

　「成年後見制度」とは、認知症や障がい等により、判断能力
が不十分な状態になった場合に備え、本人を支える仕組みで
す。制度を知り、自身の老後や家族の将来について考えてみ
ませんか。
■ 成年後見制度無料相談会（八女地区）
実際に後見業務を行っている社会福祉士が相談に応じます。
◦日時＝2月15日㈬ ①13時 ②14時 ③15時（各時間1人）
◦会場＝八女市役所 103会議室　◦参加費＝無料
◦申込期間＝2月1日㈬から（先着順）
■ 知っておこう！備えておこう！成年後見制度
　成年後見制度に関する市民公開講座（無料・申込不要）
です。「どんなときに利用する制度なのだろうか、自分にも必
要なものだろうか」など、制度に興味・関心がある人は、ぜ
ひ参加ください。
◦日時＝3月15日㈬14時～１5時30分（受付13時30分～）
◦場所＝八女市社会福祉会館 3 階大会議室
◦講師＝石井隼介さん（八女市社会福祉協議会 社会福祉士）
◦定員＝ 50 人（先着順）
◦問い合わせ（共通）＝介護長寿課地域包括支援係（☎
24・9466）

　道路や水路の占用許可は、通常 5 年後
の 3 月末までの期間で許可しています。占
用期間が満了する前に更新手続きが必要で
す。
⃝更新手続きの流れ＝占用期間満了前に

「占用継続許可申請書」を送付しています。
送付された申請書に署名の上、本庁建設
課・各支所建設産業係窓口に提出してくだ
さい。4月初旬に許可書および納付書を送
付しますので、4 月末までに占用料を納付
してください。占用許可書は建築確認や土
地売買の際に必要となる場合がありますの
で、次回更新まで保管してください。
⃝その他の手続きについて＝占用者の名義
や住所等が変更になる場合、占用物件の移
設、形状の変更、撤去等が発生する場合は、
別途申請書の提出が必要ですので、管轄の
本庁建設課・各支所建設産業係窓口で申
請してください。
⃝問い合わせ＝建設課総務管理係（☎ 23・
1971）または各支所建設産業係

102023.2.1  広報八女
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奥
八
女
の
地
、矢
部
川
源
流
の
春

を
告
げ
る「
八
女
・
桜
ま
つ
り

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」を
、千
本
桜
で

有
名
な
日
向
神
ダ
ム
湖
畔
で
開
催
し

ま
す
。
こ
の
大
会
は
、八
女
市
矢
部
村

の
春
ま
つ
り
と
し
て
、矢
部
村
の
美

し
い
春
を
満
喫
し
な
が
ら
、多
く
の

人
々
の
出
会
い
、交
流
を
深
め
る
た
め

企
画
し
た
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
大
会
前
後
の
体

調
を
報
告
し
て
も
ら
う
な
ど
感
染
対

策
を
行
っ
た
上
で
開
催
し
ま
す
。

✿
期
日
＝
４
月
2
日
㈰

※
小
雨
決
行
（
荒
天
中
止
）

✿
会
場
＝
八
女
市
矢
部
第
１
運
動
場

（
矢
部
村
鬼
塚
）・
日
向
神
ダ
ム
湖
畔

✿
日
程
＝
▽
受
付
８
時
～
９
時
30
分

▽
競
技
10
時
～

✿
参
加
料
＝
▽
一
般
１
5
０
０
円
（
高

校
生
以
上
）
▽
中
学
生
以
下
8
０
０
円

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞・完
走（
歩
）

証
あ
り

✿
応
募
方
法
＝
八
女
市
役
所
総
合
窓

口
、各
支
所
、総
合
体
育
館
等
に
あ

る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、２
月
28
日
㈫
ま
で
に
最
寄
り

の
郵
便
局
で
参
加
料
を
振
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

✿
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
・
桜
ま
つ
り

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
（
矢
部

支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
内
☎
４

７
・
３
１
１
１
）

種　目 参加対象者 募集人数 表　彰
２㎞マラソン 小学生男女（H23.4.2～H29.4.1生まれ） 100 人

男女別の上位 3 位5㎞マラソン 中学生以上男女（H23.4.1以前生まれ） 150 人
10㎞マラソン 高校生以上男女（H20.4.1以前生まれ） 300 人

歩こう5㎞ 男女年齢制限なし（幼児は家族同伴） 80 人 表彰・タイム計測なし

参加者
募集

■日時＝4月2日㈰ 10時スタート　※応募締切＝2月28日㈫
■場所＝八女市矢部第 1 運動場
■競技種目＝下表のとおり

八女･桜まつり健康マラソン大会八女･桜まつり健康マラソン大会第39回

※新型コロナウイルスの感染状況次第では、大会を中止することがあります。

　秦の始皇帝の命を受け、不老不死の薬を求めて日本
に到着したとされる徐福。八女市に残る徐福伝説を広
く知ってもらい、新たな徐福関連商品開発のための講
演会とワークショップを行います。
◦日時＝ 2月19日㈰ 13 時～
◦場所＝おりなす八女小ホール
◦内容＝徐福劇公演、基調講演「韓国慶南の徐福伝承」

（徐 化睦／韓国巨済徐福会事務局長）、徐福商品開発
ワークショップ
◦問い合わせ＝八女徐福会（櫻木さん／☎ 22・3042）

徐福関連商品開発ワークショップを開催
市民との協働によるまちづくり提案事業

開局10周年記念

ＦＭ八女ラジオまつり
みんなに支えられて10歳になりました

80.1ＭＨｚで毎日元気に放送中！

◦日時＝ 2月11日 ㈷13 時～ 17 時
◦場所＝八女文化会館　◦入場料＝無料
◦内容＝ＦＭ八女のパーソナリティが大集合！ 観光大
使、親善大使による歌やお笑いのステージのほか、プ
レゼントも。詳細はホームページ等で確認ください。
◦問い合わせ＝一般財団法人ＦＭ八女（☎ 24・9801）

228

令和5 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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【作り方】
①鶏肉は一口大に切り、大根と人参は皮をむいてピ
ーラーで薄く削る。ごぼうは皮をこそげてピーラー
で薄く削り水にさらした後、水気を切っておく。
②鍋に鶏肉、昆布、水、酒を入れて煮立たせ、アク
を取り弱火で15分ほど煮る。
③②に①の根菜を加え、中火で8分煮たら、塩、醤油、
ブラックペッパーで味を調える。
④ 器に盛り、ゆずの皮を散らす。

クックパッドの「八女
市のキッチン」で、過
去に紹介した「八女は
おいしい」のメニュー
を紹介してい
ます。ご活
用ください。

鶏肉と根菜のスープ煮

エネルギー
たんぱく質
脂質
食物繊維
食塩相当量

111kcal
8.8g
7.2g
1.5g
0.7g

1人分あたりの栄養価

　冬の野菜たっぷりのからだが温まるスープです。柚
子の香りがいいアクセントになっています。

【材料】4人分
鶏もも肉…200g、大根…100g、ごぼう…50g、ニン
ジン…50g
昆布(細切り)…5×5cm、水…300ml、酒…大さじ1
塩…小さじ1/3、しょうゆ …小さじ1/3、ブ ラック
ペッパー…少々、柚

ユ

子
ズ

の皮…適宜
※太字は八女産食材

～ ふるさとの恵み ～

八女はおいしい

◦日時＝①2月9日㈭10時～ 12時 ②2月21日㈫
10時～ 12時 （受付・健康チェック９時30分～9
時50分）
◦会場＝かがやき（立花）
◦参加費＝無料　◦定員＝15人(申込要、定員
になり次第締め切り）
◦持参物＝特定健診結果、筆記用具、八女市健
康ポイントカード
◦対象者＝市在住の20歳～ 74歳のうち次に該
当する人。①HbA1cが6.5 ～ 6.9％で糖尿病の
治療をしていない人 ②LDLコレステロールが
120 ～ 159mg/dlの人
◦内容＝①血圧測定など健康チェック、糖尿病
予防と食事についての講話 ②血圧測定など
健康チェック、高脂血症予防と食事についての
講話
◦申込・問い合わせ＝健康推進課 保健指導係

（☎23・1352）

生活習慣病予防教室参加者募集
（①糖尿病予防 ②高脂血症予防）

ご意見記入欄　　（八女市広報R5.2.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。



広報八女 2023.2.113

　
２
月
１
日
を
「
２
０
１
」
と
し

て
「
フ（
２
）
レ（
０
）
イ（
１
）
ル
」

の
日
と
し
て
制
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
記
念
日
を
通
し
て
フ
レ
イ
ル
の
概

念
、
予
防
の
重
要
性
を
多
く
の
人

に
認
識
し
て
も
ら
い
、
健
康
長
寿

社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

　　
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
心
身

の
活
力
（
筋
力
、
認
知
機
能
、
社

会
と
の
つ
な
が
り
な
ど
）
が
低
下
し

た
状
態
を
「
フ
レ
イ
ル
」
と
言
い
ま

す
。
多
く
の
人
が
健
康
な
状
態
か

ら
こ
の
フ
レ
イ
ル
の
段
階
を
経
て
、

要
介
護
状
態
に
陥
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
を
早

期
に
発
見
し
て
日
常
生
活
を
見
直

す
な
ど
の
正
し
い
対
処
を
す
れ
ば
、

進
行
を
抑
制
し
た
り
、
健
康
な
状

態
に
戻
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　　
毎
日
い
き
い
き
と
健
康
的
な
生

活
を
送
っ
て
い
く
た
め
に
は
「
運
動

を
す
る
こ
と
・
し
っ
か
り
噛
ん
で
、

し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
・
社
会
参
加

を
す
る
こ
と
」
を
実
施
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
時
間
が
多

く
な
っ
た
こ
と
や
、
話
す
機
会
が
減

る
こ
と
で
口
の
周
り
の
筋
肉
を
動

か
さ
な
く
な
り
、
筋
肉
が
衰
え
る
こ

と
で
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、

口
の
機
能
が
低
下
し
た
状
態
で
、
フ

レ
イ
ル
の
１
種
で
す
。
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
に
な
る
と
食
事
の
摂
取
量
が

減
っ
て
低
栄
養
状
態
に
な
り
筋
力

が
衰
え
、
外
出
す
る
の
が
億
劫
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
悪
循
環

に
な
る
と
、
運
動
機
能
が
衰
え
る

だ
け
で
は
な
く
認
知
機
能
が
低
下

し
て
、
や
が
て
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
て
噛

む
力
や
飲
み
込
む
力
を
鍛
え
る
た

め
に
、
こ
ま
め
に
口
周
り
の
筋
肉
を

動
か
す
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
は
、「
パ
」「
タ
」

「
カ
」「
ラ
」
の
４
文
字
を
発
音
す

る
こ
と
で
誤
嚥
を
防
ぎ
、
食
べ
た

り
飲
み
込
ん
だ
り
す
る
機
能
を
鍛

え
る
代
表
的
な
体
操
の
一
つ
で
す
。

【
パ
】
＝
口
を
閉
じ
る
力
で
食
べ
物

を
口
か
ら
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
唇
を

閉
め
る
た
め
に
働
く
筋
肉
を
使
い

ま
す
。

【
タ
】
＝
押
し
つ
ぶ
す
力
で
食
べ
物

を
押
し
つ
ぶ
し
て
飲
み
込
む
と
き
に

働
く
筋
肉
を
使
い
ま
す
。

【
カ
】
＝
誤
嚥
せ
ず
に
飲
み
込
む

力
で
食
べ
物
を
飲
み
込
む
と
き
に

誤
っ
て
気
管
に
入
ら
な
い
よ
う
、
の

ど
の
奥
を
閉
じ
る
た
め
に
働
く
筋

肉
を
使
い
ま
す
。

【
ラ
】
＝
ま
と
め
る
（
丸
め
る
）
力

で
食
べ
物
を
飲
み
込
み
や
す
く
ま

と
め
る
と
き
に
働
く
筋
肉
を
使
い

ま
す
。

　「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
の
方
法
は
、

ま
ず
「
パ
タ
カ
ラ
、
パ
タ
カ
ラ
…
」

や
「
パ
パ
パ
…
」「
タ
タ
タ
…
」
と

連
続
で
発
音
す
る
。
ま
た
「
パ・タ・

カ
・
ラ
」
を
含
む
単
語
や
文
を
発

音
し
ま
す
。「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
を

効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、
少
し

ず
つ
で
も
毎
日
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、
歯
を
失
う
最
大
の
原
因

で
あ
る
歯
周
病
は
歯
周
病
菌
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
で
す
。

歯
を
失
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
食
生

活
の
質
の
低
下
を
招
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
毎
日
の
歯
磨
き
の
実
施
や
定

期
的
に
歯
科
健
診
を
受
診
し
、
口

の
ク
リ
ー
ニ
ン
こ
と
も
大
切
で
す
。

★問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎ 23・1352）

◦
日
時
＝
3
月
13
日
㈪
14
時
～

16
時（
１
人
１
時
間
程
度
）

◦
会
場
＝
か
が
や
き
（
立
花
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
対
象
者
＝
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
「
も
の
忘
れ
」
が
気
に
な

る
方
で
認
知
症
専
門
医
療
機
関

を
受
診
し
て
い
な
い
人

◦
定
員
＝
10
人

◦
申
込
期
間
＝
2
月
1
日
㈬
か

ら
（
先
着
順
。
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
介
護

長
寿
課
地
域
包
括
支
援
係
（
☎

２
４・9
4
6
6
）

２月１日は「フレイルの日」

健康だより ★講座等の申し込み、問い合わせ＝介護長寿課
地域包括支援係（☎ 24・9466、FAX30・1505）

健 康 コ ラ ム

「
フ
レ
イ
ル
」
と
は

健
康
寿
命
を
目
指
す

3
つ
の
心
得

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を

予
防
し
よ
う

パ
タ
カ
ラ
体
操
で
お
口
の
筋
肉

を
鍛
え
よ
う

も
の
忘
れ
予
防
検
診

（
八
女
地
区
）
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▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）　　  　23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（津江） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）　  0942・53・7511
▼夜間小児救急医療受付（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日曜日小児救急医療受付（9:00 ～14:30）
【2月】5日㈰ ・19日㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【2月】12日㈰・26日㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯8000

【休日当番薬局】
八女筑後薬剤師会
ホームページ

（http://ycpa.info）

在宅医当番表

※変更になっている場合があります。

✚

2月5日（日）
ごんどう内科（山内） 23・3010

みやざき内科（立花町） 37・0008

ほり歯科医院（立花町） 25・6480

2月11日（祝）
古賀泌尿器クリニック（馬場） 24・3121

クリニックくろぎ（黒木町） 42・0887

近藤歯科医院（筑後市）   0942・52・4561

2月12日（日）
吉山クリニック（稲富） 30・2200

しばた医院（上陽町） 33・7373

永田歯科医院（筑後市）   0942・52・2133

吉田眼科医院（筑後市）   0942・54・1888

ちぢわ耳鼻咽喉科医院（広川町） 32・0144

2月19日（日）
三浦医院（本町） 23・3928

今村循環器内科（黒木町） 33・2115

やました歯科医院（広川町） 0942・52・3819

2月23日（祝）
よしだ胃腸科クリニック（室岡）23・3806

後藤内科医院（上陽町） 54・2221

柳迫歯科医院（平田） 24・5554

江崎耳鼻咽喉科医院（筑後市）   0942・53・2347

2月26日（日）
草場内科循環器科（納楚） 23・5171

矢部診療所（矢部村） 47・2700

山下いさみ歯科医院（筑後市）0942・53・7864

（保）…保健師
（栄）…栄養士

…左記ヘ問い合わせ

…健診日です。詳しくは住民健
　診ガイド本　（広報八女5/1号
　折込）をご確認ください。

小学校就学前の成長
発達面に不安がある
人が対象です。
問子育て支援課こども未来係

（☎24・8282）※電話予約

乳幼児心理相談

心理士によるこころの相談

気軽にご相談ください

イベント
カレンダー
マークの見方

心理士相談 【要予約】

◦ … 要予約

市内在住の人が対象です。
2月15日㈬ 13:30～15:30／八女市立図書館
問健康推進課保健指導係（☎23・1352）

健 み きピ 移

健

問…問い合わせ

子

住民健診

子

03

11

18

25

04

12

19

26

05

10

17

24

金 土 日Friday Saturday Sunday

市の催しについてはホームページで確認、そのほかについてはお問い合
わせください。催しへの来訪の際はマスクの着用や検温にご協力ください。

小・中学校体育
施設利用者の会
問八女市総合体育館問八女市総合体育館
☎24・1230☎24・1230

八女軽トラ市
9:00～12:00／八女観光
物産館ときめき駐車場／
問同実行委員会

（☎22・3131）

八女軽トラ市
9:00 ～ 12:00 ／八女観
光物産館ときめき駐車場
／問同実行委員会

（☎22・3131）

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場
み

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場
み

　移動ひろば◦
10:00～13:00／室岡公民館 
移

　移動ひろば◦
10:00～13:00／上陽公民館
移

　移動ひろば◦
10:00 ～13:00 ／東公民館
移

　マタニティさん集まれ
♪◦  「助産師さんが教え
るおっぱいケア」／10:00
～12:00／託児あり

み

　パパママ集まれ！◦
「うどんづくり」／10:00～
12:00／飲み物持参・要
参加費

み

建国記念の日

29 3028

牛乳パックで「イ
ス」作り◦13:30～
15:30／定員6人／無料
／問多世代交流館

（☎22・2257）

牛乳パックで「イ
ス」作り◦13:30～
15:30／定員6人／無料
／問多世代交流館

（☎22・2257）

　子育て相談◦
10:00～11:00／ふじの里／母子
健康手帳、タオル持参

子

　田中もと子先生のふぁふぁ
ほっぺ◦「親子リズム遊び」／
10:30～11:30

み

　高田先生とおしゃべり会◦／
10:00～12:00／託児あり
み

立花自然と歩こう会 8:00～
／立花体育館集合／トン
ネル・事毘良神社コース ／
問白鳥さん（☎37・0038）

■第34回夢たちばな観梅会
期間＝2月18日㈯～26日㈰の
土・日・祝日
会場＝谷川梅林一帯

【7ページに詳細掲載】
問立花支所まちづくり推進係

（☎23・5142）

■道の駅たちばなわくわく誕生祭
日にち＝2月11日㈷～12日㈰
問道の駅たちばな（☎37・1711）
■第15回立花町農業まつり
日にち＝2月18日㈯
会場＝八女市立花体育館
問同実行委員会（☎24・6371）
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健康・子育て情報は、
ホームページや LINE で

（＠ yamecity）
（お知らせ受信設定にて選択）
LINE

ホームページ
（こども未来係）

ホームページ
（保健指導係）

Check健康推進課保健指導係
（☎ 23・1352）申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子育て支援課こども未来係
やめっこ未来館

（☎ 24・8282）

詳しくはホームページへ

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問☎24・9090
移動ひろば
問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（稲富 499）問☎24・8814
子育て支援施設 ピコロ

（黒木町桑原207／ふじの里内）
問☎42・3301

八女市 検索

健
み

き

ピ

移

子

26

06

13

20

27

01

07

14

21

28

01 02

08

15

22

09

16

23

Monday月 火 水 木Tuesday Wednesday Thursday

貼って活用
新型コロナウイルスの影響で中
止・延期になる場合があります。イベントカレンダー  2月

イ
ベ
ン
ト
は
入
場
料（
参
加
料
）不
要
の
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　ほんの森ぶっくるん
10:30～／きらきら
き

　健康相談（保・栄）
10:00 ～11:00 ／べんがら村 
健

　健康相談（保・栄）
10:00～11:00／立花市民センター
健

　健康相談（栄）
14:30 ～15:00 ／上陽支所 
健 　健康相談（保）

10:00 ～11:00 ／黒木支所
健

　健康相談（保）
10:30 ～11:00 ／星野支所
健

　健康相談（保）
11:00 ～11:30 ／矢部支所
健

　4か月さん集まれ（9月生）◦
「産後ヨガ」10:00～12:00 ／み
らい広場／飲み物持参

み

　移動図書館の日
10:30 ～11:10／みらい広場
み

　わ・わ・WA!◦ 「茶碗蒸し＆
炊き込み御飯作り」／10:00～／
きらきら／参加費あり

き

　すくすく子育て◦  「節分（豆
まき）」10:00 ～／きらきら
き

　すてきな誕生会◦
10:00～／きらきら
き

　つくろうね◦  「おもちゃ製作」 
10:30～11：30／（4日㈯締切） ／
定員あり／ピコロ

ピ

　はっぴぃバースデー◦ 「あや
ちゃんばぁばのお話」10:30～11：
30／（18日㈯締切）／ピコロ

ピ

　出張ひろばトゥイン
クル◦10:00～16:00
移

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

　移動ひろば◦ 10:00～
13:00／矢部公民館
移

　乳幼児健診  3歳児（R2年1
月生）／やめっこ未来館 
子

　乳幼児健診  1歳6か月児（R3
年7月生）／やめっこ未来館 
子

　乳幼児健診 4か月児（R4
年10月生）／やめっこ未来館
子

　ベビーズクッキング◦
10:00～12:00／やめっこ未来館
／筆記具、離乳食冊子持参

子

　乳幼児健診  10か月児（R4
年4月生）／やめっこ未来館 
子

移　移動ひろば◦
10:00～13:00／かがやき 

　子育て相談◦
9:30～10:30／やめっこ未来館
／母子健康手帳、タオル持参

子

27

　移動ひろば◦ 10:00～
13:00／いわいの郷
移

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

　乳幼児健診  4か月児（R4年
9月・10月生）、10か月児（R4年3
月・4月生）／ふじの里 

子

八女観光サイト
には、今月のイ
ベント情報を掲
載しています。

２月の催し
■雛の里・八女ぼんぼりまつり
期間＝2月19日㈰～ 3月12日㈰
会場＝福島地区一帯

【6ページに詳細掲載】
問茶のくに観光案内所（☎22・
6644）

メモ

天皇誕生日
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相談はお気軽にどうぞ
無料法律相談 【予約】
◦ 2 月16日㈭・3 月2日㈭ ／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦ 2 月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 2 月17 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 2 月24 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 2 月17 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※ 2 日前から予約開始
　☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦2月20日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦2月1日㈬13:00 ～ 16:00
　／市役所星野支所
◦2月3日㈮13:00 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月7日㈫9:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦2月8日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦2月10日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木町）
行政相談（総務課☎23・1224）
◦2月2日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦2月7日㈫ 9:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦2月8日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所 2階
◦2月13日㈪ 13:30 ～ 15:30
　／立花市民センター 2階
◦2月14日㈫ 13:30 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月15日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦2月10日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月17日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦2月1日㈬、15日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦2月8日㈬ 9:30 ～ 12:00

　／かがやき（立花）
◦2月15日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦2月22日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談（ 福祉課☎23・
1335）
◦2月21日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所 103会議室
◦2月10日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月24日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
定例税務相談会
◦2月13日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会【予約】
◦2月20日 ㈪13:30 ～ 16:30 ／ 八 女
　商工会議所 ※予約（☎22・5161）
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課福祉総務係☎24・8030）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている人はご相談ください。
◦��平日 8:30 ～ 17:00
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～
19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／毎
月第2土曜日9:30 ～ 16:00
　☎0942・33・6192
こども相談室（家庭児童相談室） 【予約】
◦平日 9:00 ～ 17:00　
　本庁内（☎23・1448）
　黒木支所内（☎42・1800）
精神保健福祉相談 【予約】
心配事は一人で考えず、専門家に相談
してください。精神科の医師や保健師
がこころに関する相談に応じます。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談【予約】
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館（☎0942・30・0144）
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》
◦�平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》

◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00
※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�平日8:30 ～ 16:30 ／八女市消費生

活センター☎23・1183
教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
無料弁護士相談【予約】
◦�毎月第1水曜13:00 ～ 15:00 ／第2・

4水曜18:30 ～ 20:30 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
（電話相談または来訪）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
※来訪は要予約
◦�平日 9:00～17:00／☎24・9422
教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦平日9:00 ～ 17:00、第1・第3土日9:00
～ 16:00 ／ひとり親サポートセンター
☎092・584・3931
福岡県あすばる相談ホットライン
◦�毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00
～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

　ひとり親家庭を対象に、
就業支援等を行っています。
◦久留米ひとり親サポートセ
ンター（☎ 0942・32・1140）

電 話 相 談

ほっと館
かん

やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。（市内 2 か所）
①八女市高塚 191（共生の森内）
月～金・第 2 土曜日
9:00 ～ 17:00 開館（☎ 22・8315）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）

場所が
変わり
ました
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八女市立図書館（本館）☎22・2504
本館の開館時間＝平日10時～ 20時

　　　　　　　　土日祝10時～18時
対象＝幼児～小学生
★本館＝11日、18日、25日  ※いずれも土曜日14時～
　　　　25日のみ 2回開催　①10時30分～ ②14時～
★黒木分館＝4日㈯10時30分～

★2月のおはなし会

上陽分館 ☎22・8811
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

分館の開館時間＝　
9 時～17時30分

図書館だより

対象＝０～２歳児
♥本館＝18日 ㈯ 11 時～ 2 階研修室
♥黒木分館＝ 25日 ㈯ 10時30分～ おはなしコーナー

♥2月のあかちゃんおはなし会

♣2月の館内整理日（全館休館）は24日㈮
♣本館休館日＝ 月曜、館内整理日、特別整理期間（～ 2 月 6 日）
♣上陽・立花・矢部・星野分館休館日＝月曜、祝・休日、館内整理日
♣黒木分館休館日＝火曜、祝 ･ 休日、館内整理日

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

☎ 22・5332
おりなす八女 ホームページ

　本館には、毎週金曜日（月末の
み土曜日）に、50 冊程新着図書が
入っています。
　新着情報は、八女市 LINE（受信
設定で「文化・芸術」を ON）と八女
市立図書館公式 Twitter で配信し
ています。本館の新着図書は金曜
13 時に、分館の新着図書は火曜日
にまとめて配信しています。
　本館の新着図書は新刊の日から
Web や電話で予約できます。分館
は新刊の日の1週間後から Web 予
約が可能です。

　子育てを頑張るあなたに自分の
だけの時間をプレゼント。ゆったり
とひとり読書時間でリフレッシュし
ませんか。専門スタッフがお子さ
んを預かります。
◦日時＝ 2月22日 ㈬、3月29日
㈬ 10時～12時
◦対象＝八女市
居住の未就園児
を育てる保護者
◦申込・問い合
わせ＝立花分館

（☎ 37・0500）

金曜日は新刊の日（本館）金曜日は新刊の日（本館）

「紙の温度」が出会った

　世界の紙と日本の和紙

おすすめ本紹介おすすめ本紹介

紙の温度株式会社／著 グラフィック社／出版

　名古屋の紙専門
店「紙の温度」が、
創業以来30年に
わたり扱ってきた
世界と日本の紙
を写真とともに掲
載。手すき紙を
中 心 に87項 目、
185種類を収録。八女の手漉き和紙も
紹介されています。

ほっこりブックタイムほっこりブックタイム
　　　　　　　　（立花分館）　　　　　　　　（立花分館）

●金 ハーモニーホール１9:00開演5/12

チケット発売

©Lukas Beck.©Lukas Beck.

友の会 2月11日(祝) ／一般 2月18日(土)

S席S席 6,000円円                                                                                            SS席SS席 7,000円円                                                                                            

A席A席 5,000 円                                             
（全席指定）                                               

高校生以下一律  高校生以下一律  33,000円円                                                                                            
、友の会 8800円

「くちびるに歌を」
主演：新垣結衣
出演：木村文乃、桐谷健太
葵わかな、木村多江 ほか

原作：中田永一
監督：三木孝浩

日本語字幕付き上映

2/23 はちひめホール

 チケット発売中

主催：八女で映画をみる会 ☎090・5473・9968 （平井（平井)

（全席自由） （当日（当日200 円増)前売前売 11,000円

障がいのある人、中学生障がいのある人、中学生 5500円／小学生以下無料小学生以下無料

長崎県の五島列島。教師と中学校合唱部の生徒た
ちの交流を描く、現代版「二十四の瞳」

●祝
2 回上映（開場３0分前）

②14：00～
①10：00～
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※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

輝かしい新年を願いすす払い
　八女伝統工芸館で 12 月 27 日㈫、八女福島仏壇
仏具協同組合（鶴信行理事長）による日本一の大
型仏壇のすす払いが行われました。これは、同組合
の皆さんが「1 年のちりやほこりを落とし、新たな
気持ちで新年を迎えられるように」と、年末恒例で
行っているものです。国指定伝統的工芸品「八女福
島の仏壇」の技術の粋を集めた「日本一の大型仏壇」
は、高さ 6.5 メートル、幅 3.8 メートルもあります。
長さ６ｍの棒の先にダチョウ羽根を付けたはたき
で、傷をつけないように丁寧にすすを払い、柔らか
い布で隅々まで拭き上げました。 最後に金箔の修
復が行われ、仏壇は元の輝きを取り戻しました。

無病息災・火災予防を願って

飛形山清掃に250人が参加

　1 月 3 日㈫、柳島地区若宮神社周辺で、100 年以
上の伝統を持つ「お潮井とり」が行われました。
　境内の「水のぶさん」のほこら前から、頭に鉢巻
き、腰にしめ縄を巻いた男衆 18 人が爆竹の音とと
もに、駆け足で地区内を一巡し、矢部川に飛び込ん
で身を清め神事を奉納し、1 年間の無病息災と火災
予防を祈願しました。

　12月4日㈰、立花町飛形山山頂で「飛形自
然公園愛樹祭」が行われました。今年は若い
世代の参加も多く、公園内の草刈りや道路の
掃き掃除などを実施しました。作業後には八女市商
工会女性部による地場産米を使ったおにぎり（米は
道の駅たちばな提供）とＪＡふくおか八女立花支店
から提供されたお茶が配付されました。
　参加者からは「きれいになって気持ちよかった」「眺
望の良さに感動した」との声が聞かれました。

障がい者福祉事業に寄附金
　立花運輸倉庫株式会社

（代表取締役会長 大塚髙
典さん）から、寄附金をい
ただきました。
　これは、社会貢献活動
の一環として「八女市の障
がい者福祉事業の充実・
発展のため」と行われた取り組みです。

　12月17日㈯、東唐人町、
西唐人町、土橋一体で八
女料飲旅館組合をはじめ、
地域住民や八女警察署、
市職員など約 60 人が参加
し、清掃活動を行いました。
　忘年会シーズンを前に、
地域内を美しくしようと初
めて実施されたもので、約
１時間で軽トラック１台分
のごみが集められました。

飲食店街で清掃活動
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　12 月 4 日 ㈰、
矢部村日向神ダ
ム湖畔の谷野虹
夢橋脇の斜面に、
地域ボランティ
ア団体「昇盛会」
と矢部地域づく
り協議会による

「平和と地域の安心安全を願うイルミネーション」
の飾り付けが行われました。
　「平和」の文字と釈迦・御前岳からの日の出を表
現したイルミネーションのデザインは、矢部清流学
園の子どもたちから寄せられたアイデアを基にした
ものです。
　世界平和、地域の安全安心を願うイルミネーショ
ンは、矢部の夜道に美しい光を放っていました。

平和で穏やかな一年を願う

　12月18日㈰、八女市立花運動場を発着点とする
第 13 回八女市駅伝大会が実施され、雪の降る中、67
チームの選手が、元気に駆け抜けました。
　会場付近は約 1000 人の人出があり、選手への応
援などで賑わいました。
　結果（各部門１位）は次のとおりです。

【1.5㎞コース】
▽小学生男子＝筑後エース ▽小学生女子＝筑後
ファイト ▽中高生女子＝城南中女子Ｂ ▽一般男子
＝ＫＲＣ ▽一般女子＝チームストーン ▽オープン＝
スーパーサイ八女人

【2.4㎞コース】
▽中高生男子＝城南中Ｃ 
▽一般男子＝ＫＲＣ

【チーム応援旗コンテスト】
▽優勝＝チーム立花中

雪の舞う中、タスキをつなぐ

チーム応援旗優勝作品

　12 月 31 日㈯、福岡の八女茶発祥 600 年祭に向
けた祈願祭が黒木町笠原の霊巌寺で行われ、茶業
関係者など約 40 人が参列しました。
　八女茶は 600 年前、霊巌寺を建立した栄林周瑞
禅師が中国から持ち帰った茶の種子を鹿子尾村の
庄屋、松尾太郎五郎久家氏に与え、栽培法や製茶
法を伝えたのが始まりとされています。
　令和 5 年度は、八女茶発祥 600 年という大きな
節目を迎えることから、「福岡の八女茶発祥 600 年
祭」が開催される予定です。祭りの成功と今後の
八女茶の発展を祈願しました。

節目の年に茶の発展を祈願

　JA 電照菊部会と
いちご部会とが 12
月末に八女市を訪問
し、1 年間の報告を
行いました。農産物
のPRなど支援事業
に感謝を込めて、八
女電照菊の花束とい
ちご「博多あまおう」
をいただきました。

JA各部会から事業を報告
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※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

　黒木町青少年育成協議会では、黒木町内の小学
生を対象に家族や友人、地域との「ふれあい」や「つ
ながり」をテーマとした、絵と作文コンクールを開
催しました。子どもたちが日常感じたことを絵や作
文で表現することにより、地域社会の一員としての
自覚を促し青少年の健全育成を目的としています。
また、作品の展示を通して広く地域の皆さんに青少
年健全育成の理解や協力を深める契機とするもの
です。各学年ごとの金賞・銀賞の入賞作品を、11
月 15 日㈫から 11 月 28 日㈪まで、黒木地域交流セ
ンター「ふじの里」のロビーに展示しました。

「家族や友人、地域とのふれ合い」
をテーマにコンクール

子ども食堂へ寄附金贈呈
　12 月 8 日㈭、八女ライオンズクラブ ( 北嶋芳行
会長 ) から八女市内の子ども食堂に寄付金が贈呈さ
れました。同クラブは、2 年ぶりに地域貢献活動と
して「社会福祉事業子ども食堂支援」チャリティゴ
ルフ大会を開催。集まった募金を社会福祉協議会
を通じて、八女地区と立花地区の 3 箇所の子ども
食堂に贈呈しました。
　北嶋芳行会長は「コロナ禍の中でも継続した地域
貢献活動をしていきたい」と話しました。

出場大会名・大会結果・所属等の詳細につ
いてはホームページに掲載しています。

八女市の選手たちが活躍
　各競技で活躍している八女市ゆかりの選手が三田
村市長に全国大会の結果ならびに出場の報告を行い
ました。

競技名 氏名 学校・所属名
空手 荒田 陽向 西中 1 年
空手 城後 大和 福島小１年

ラグビー 谷川 侑大 上妻小６年

【
写
真
】
荒
田
陽
向
さ
ん（
左
）、

城
後
大
和
さ
ん（
右
）

　八女市消防出初式が１月７日㈯、春の山公園グ
ラウンドで行われ、参加した消防団員や八女消防
本部職員らは、無火災・無災害と市民の安全安心
を守る決意を新たにしました。式典では消防団に
よるポンプ操法や八女消防本部による孤立者救出
訓練などの披露のほか、消防関係者や防災に功労
した市民団体等への表彰が行われました。
　市長からは「火災や災害時に被害を最小限にす
るためには、地域の防災力を高めていくことが重要。
消防防災行政の充実は、市に課せられた重要な責
務であり、一層の防災・減災対策に力を注ぎたい」
とあいさつがありました。
　式典後には少年消防クラブを先頭に分列行進が
行われ、観覧者からたくさんの拍手が送られまし
た。

安心・安全の決意新たに
令和 5 年八女市消防出初式
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　「
ま
る
で
絵
が
光
を
放
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
」

　
熊
本
県
に
あ
る
国
立
療
養
所
菊
池
恵け
い

楓ふ
う

園え
ん

内
の
絵
画
ク
ラ
ブ
「
金き
ん

陽よ
う

会か
い

」。
そ

の
作
品
保
存
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

キ
ュ
レ
ー
タ
ー(

美
術
品
や
芸
術
作
品
を

鑑
定
し
、
展
覧
会
な
ど
を
企
画
す
る
専

門
職
、
学
芸
員)

の
藏ぞ
う

座ざ

江
美
さ
ん
は
、

初
め
て
作
品
を
観
た
時
の
印
象
を
そ
う

表
現
し
ま
し
た
。

　
藏
座
さ
ん
と
金
陽
会
の
出
会
い
は
約

20
年
前
。熊
本
市
現
代
美
術
館
の
学
芸

員
時
代
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
展
示

の
担
当
に
な
り
、
初
め
て
訪
れ
た
菊
池

恵
楓
園
で
、
入
所
者
で
構
成
さ
れ
て
い

る
絵
画
ク
ラ
ブ
を
知
り
ま
し
た
。

　「
実
は
私
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
ほ

と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
仕
事

で
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
勉
強
し
、
こ
の

社
会
が
犯
し
て
き
た
人
権
侵
害
の
事
実
、

知
ら
ず
に
い
た
自
分
に
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
初
め
て
金
陽
会
の
作
品
を

見
に
行
く
際
に
は
、
入
所
者
の
気
持
ち

を
考
え
る
と
、
き
っ
と
恨
み
や
怒
り
の
こ

も
っ
た
暗
い
作
品
が
多
い
だ
ろ
う
と
予
想

し
て
い
ま
し
た
が
実
際
は
、
豊
か
な
感

性
に
あ
ふ
れ
て
輝
く
よ
う
な
作
品
ば
か

り
。
感
動
す
る
と
同
時
に
、
自
分
が
想

像
し
て
い
た
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
自
体
が
、

作
者
に
対
す
る
偏
見
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
」

　
そ
の
後
、
藏
座
さ
ん
は
2
0
1
6
年
、

美
術
館
を
退
職
し
本
格
的
に
金
陽
会
作

品
保
存
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
。
そ
の

原
動
力
は
、
焦
り
に
も
似
た
感
情
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。

　「
入
所
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
金
陽

会
の
メ
ン
バ
ー
も
一
人
ま
た
一
人
と
亡
く

な
っ
て
い
く
中
で
、
作
品
を
ご
遺
族
が
引

き
取
ら
れ
な
い
場
合
は
焼
却
処
分
さ
れ
る

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
絶

対
に
こ
の
ま
ま
光
の
絵
画
た
ち
を
埋
も
れ

さ
せ
て
は
い
け
な
い
、
と
に
か
く
行
動
し

な
い
と
も
う
時
間
が
な
い
、
そ
の
一
心
で

し
た
。
現
在
、
金
陽
会
で
活
動
し
て
い
る

の
は
発
足
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
吉
山
安

彦
さ
ん
（
93
歳
）
だ
け
で
す
。
長
い
隔

離
生
活
の
間
に
吉
山
さ
ん
が
保
管
し
て
き

た
金
陽
会
作
品
は900

点
を
超
え
ま
す
。

よ
く
誤
解
さ
れ
ま
す
が
、
全
て
の
作
品
に

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
込
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
日
常

の
一
コ
マ
を
切
り
取
っ
た
よ
う
な
も
の
の

方
が
ず
っ
と
多
い
ん
で
す
。
そ
ん
な
作
品

一
つ
一
つ
に
、
皆
さ
ん
が
そ
こ
で
生
活
し

て
き
た
現
実
、
生
き
た
証
し
が
詰
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
展
覧
会
で
作
品
を
観

た
方
々
が
、
自
分
の
中
に
沸
き
上
が
っ
た

思
い
を
誰
か
と
共
有
で
き
る
、
そ
う
し
た

場
を
つ
く
り
た
く
て
私
は
活
動
を
続
け
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
作
品
を
観

て
も
ら
い
た
い
、
ま
ず
は
展
覧
会
1
0
0

回
が
目
標
と
笑
顔
で
意
気
込
ま
れ
る
藏

座
さ
ん
。

　「
同
じ
絵
で
も
、
観
る
人
で
解
釈
が
変

わ
り
ま
す
。
特
に
子
ど
も
は
、
私
た
ち
大

人
と
は
全
く
違
う
視
点
か
ら
絵
を
捉
え

る
な
ど
、
そ
の
感
受
性
の
豊
か
さ
に
い
つ

も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　『
教
わ
っ
た
こ
と
』
は
年
月
と
と
も
に

記
憶
か
ら
流
れ
て
い
っ
て
も
、『
感
じ
た

こ
と
』
は
自
分
の
一
部
と
な
っ
て
い
つ
ま

で
も
残
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
絵
を

観
て
、
描
か
れ
た
背
景
を
知
っ
て
、
そ
し

て
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

「ふるさと、天草に帰る」展
会場（上天草市）で

子どもたちに説明をする藏座さん

「陽だまり」吉山安彦（1991）

ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
人
権

絵
画
が
語
る
「
生
き
た
証
し
」

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
「
ら
い
菌
」
に
よ
る

感
染
症
で
、
適
切
な
治
療
で
完
治
し

ま
す
。
日
本
で
は
、
1
9
9
6
年
の

「
ら
い
予
防
法
」
廃
止
ま
で
約
90
年

間
、
国
の
誤
っ
た
政
策
に
よ
り
患
者

は
全
国
の
「
療
養
所
」
へ
強
制
隔
離

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
政
策
に
よ
り
、
患

者
も
残
さ
れ
た
家
族
も
厳
し
い
偏
見
・

差
別
に
苦
し
み
ま
し
た
。
入
所
者
は

皆
治
癒
し
て
い
ま
す
が
、根
深
い
偏
見・

差
別
な
ど
に
よ
り
現
在
も
外
で
の
生

活
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　

絵
画
を
通
し
て
今
な
お
続
く
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
期
間
＝
2
月
28
日
㈫
～
3
月
12
日
㈰

※
3
月
4
日
㈯
藏
座
江
美
さ
ん
講
演
会

◦
会
場
＝
い
わ
い
の
郷

※
参
加
無
料
。
詳
細
は
チ
ラ

シ
や
八
女
市
Ｈ
Ｐ
を
参
照
く

だ
さ
い
。

｜
金
陽
会
作
品
展
｜

『
知
ら
な
い
』
を
観
に
行
こ
う
。vol.‌

10

なぜ 人権
－ かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・1490）
なぜ
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4月   9日㈰ …福岡県議会議員一般選挙
4月23日㈰ …八女市議会議員一般選挙

▼投票立会人の職務とは
　投票立会人の職務は、投票手続に立ち会い、投票が公正に行われるよう監視することです。投票立会人に選
任されたら、正当な理由がなければ辞退することはできません。職務中は、雑誌や新聞などを見ることはできま
せん。食事やトイレ等で投票所を一時的に離れるときは、投票管理者の許可を得てください。なお、無投票とな
った場合は、期日前投票は行いません。
⃝報酬額＝日額９，６００円
⃝応募資格＝選挙権を有する人（八女市内居住者に限る）
　※応募多数の場合は抽選で決定します。
　※昼食とペットボトルのお茶２本を準備します。
⃝応募手続き＝ 2 月20日㈪ 17 時までに電話で申し込みください。

４月は統一地方選挙が行われます

会　場 日　　時 定　員
八女市総合体育館（研修室）　※八女市役所本庁舎ではありません

4月1日 ㈯～
4月8日 ㈯

のうちいずれかの日
（複数の日でも可）

8時30分～ 20時

各投票所
毎日 2 人

（延べ 16 人）

八女市役所上陽支所（小会議室） 

八女市役所黒木支所（第５会議室） 

八女市立花市民センター（101 研修室） 

八女市矢部公民館
八女市星野行政福祉センター（大集会室） 

▼福岡県議会議員一般選挙の期日前投票所の投票立会人を募集します

■福岡県議会議員一般選挙（八女市・八女郡選挙区）の立候補予定者説明会
　福岡県議会議員一般選挙の立候補予定者に対する説明会が開催されます。
　立候補を予定している人は必ず出席してください。
◦日時＝ 3月1日 ㈬午後 1時 30 分～　◦場所＝福岡県庁 3 階講堂
◦問い合わせ＝福岡県選挙管理委員会（☎ 092・643・3077）
◦その他＝各候補につき２人まで参加可能。筆記具持参（印鑑不要）。できるだけ公共交通機関で参加ください。

会　場 日　　時 定　員
八女市総合体育館（研修室）　※八女市役所本庁舎ではありません

4月17日 ㈪～
4月22日 ㈯

のうちいずれかの日
（複数の日でも可）

8時30分～ 20時

各投票所
毎日 2 人

（延べ 12 人）

八女市役所上陽支所（小会議室） 

八女市役所黒木支所（第５会議室） 

八女市立花市民センター（101 研修室） 

八女市矢部公民館
八女市星野行政福祉センター（大集会室） 

▼八女市議会議員一般選挙の期日前投票所の投票立会人を募集します

◦選挙に関する問い合わせ＝八女市
選挙管理委員会事務局（八女市役所
総務部総務課内／☎ 23・1224）

※投票立会人の申し込みもこちらへ
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【
八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
】

会
　
長
　
小
原
　
清
信

副
会
長
　
伊
藤
　
修
一

委
　
員
　
塩
塚
　
修

委
　
員
　
樋
口
　
好
枝

委
　
員
　
松
﨑
　
美
登
里

　
八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会（
以
下「
審
査

会
」）
で
は
、
八
女
市
長
か
ら
審
査
を
求
め

ら
れ
た
市
長
等
お
よ
び
市
議
会
議
員（
以
下

「
提
出
義
務
者
」）の「
令
和
４
年
資
産
等
報

告
書（
以
下
「
報
告
書
」）」
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
、
審
査
の
経
過
お
よ
び
結
果
を
審
査

意
見
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

１
．
資
産
等
報
告
書
の
審
査

　
審
査
会
は
、
八
女
市
政
治
倫
理
条
例
第
１

条
に
掲
げ
ら
れ
た
目
的
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

同
条
例
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
長
等
４
件
、
市
議
会
議
員
20
件
、
計
24
件

の
報
告
書
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
提
出
さ
れ
た
報
告
書
と
証
明
書

類
と
を
照
合
す
る
と
と
も
に
、
疑
問
点
に
つ
い

て
は
過
去
の
報
告
内
容
と
の
比
較
、
証
明
書

類
を
精
査
す
る
方
法
等
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

《
審
査
の
経
過
》

　
第
１
回
審
査
会
で
は
、
提
出
義
務
者
か
ら

提
出
さ
れ
た
報
告
書
お
よ
び
証
明
書
類
に
つ

い
て
、
２
班
に
分
か
れ
て
審
査
し
、
そ
の
後
、

全
体
協
議
の
場
で
報
告
書
等
の
内
容
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。
報
告
書
は
お
お
む
ね
正

確
に
記
載
さ
れ
、
条
例
第
５
条
第
３
項
に
よ

り
提
出
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
証
明
書
類

は
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
記
載
誤
り
や

記
載
漏
れ
が
一
部
あ
っ
た
た
め
、
該
当
者
に

照
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
回
審
査
会
で
は
、
第
１
回
審
査
会
で

依
頼
、
照
会
し
た
事
項
（
指
摘
事
項
）
の
回

答
に
つ
い
て
審
査
す
る
ほ
か
、
記
載
漏
れ
の

可
能
性
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
照
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
第
３
回
審
査
会
で
は
、
第
２
回
審
査
会
で

照
会
し
た
事
項
（
指
摘
事
項
）
の
回
答
に
つ

い
て
審
査
し
、
そ
の
回
答
を
踏
ま
え
て
意
見

書
内
容
を
議
論
し
ま
し
た
。

《
回
答
状
況
》

　
該
当
者
か
ら
の
回
答
内
容
は
、
審
査
会
と

し
て
承
認
で
き
る
も
の
で
し
た
。

２
．
審
査
結
果

　
審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
提
出
義
務
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
は

お
お
む
ね
正
確
に
記
載
さ
れ
、
条
例
で
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
証
明
書
類
に
つ
い

て
も
、
報
告
書
に
記
載
漏
れ
の
あ
っ
た
部
分

に
関
す
る
一
部
の
も
の
を
除
き
添
付
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

⑵
報
告
書
の
一
部
の
記
載
誤
り
、
記
載
漏
れ

お
よ
び
疑
問
内
容
に
つ
い
て
該
当
者
に
照
会

し
、
訂
正
、
是
正
（
不
足
し
て
い
た
証
明
書

類
の
提
出
を
含
む
）
お
よ
び
回
答
を
受
け
ま

し
た
。

３
．
審
査
意
見

　
審
査
の
結
果
、
一
部
に
つ
い
て
報
告
書
の

記
載
誤
り
、
記
載
漏
れ
、
証
明
書
類
の
不
足

が
あ
り
ま
し
た
が
、
審
査
会
と
し
て
は
、
問

題
と
す
べ
き
点
は
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
提
出
義
務
者
の
政
治
倫
理
性
の
高
さ

と
、
自
ら
す
す
ん
で
高
潔
性
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
態
度
が
現
れ
た
も
の
と
言
う
こ

と
が
で
き
、
審
査
会
は
提
出
義
務
者
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　
提
出
義
務
者
は
、
次
年
度
以
降
の
報
告
に

際
し
て
、
記
載
誤
り
等
な
い
よ
う
十
分
に
注

意
し
て
報
告
書
を
作
成
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　「
水
質
検
査
計
画
」は
、水
道
法

に
基
づ
い
た
適
正
な
水
質
検
査
を

確
保
す
る
た
め
に
、水
質
検
査
の
地

点
、
検
査
方
法
、検
査
の
項
目
や
回

数
等
を
策
定
し
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
八
女
市
お
よ
び
八
女
市
へ
水
道

用
水
を
供
給
し
て
い
る
福
岡
県
南

広
域
水
道
企
業
団
で
は
、令
和
５
年

度
に
行
う
水
質
検
査
計
画（
案
）を

閲
覧
し
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
反
映
さ
せ
た
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

◦
閲
覧
期
間
＝
２
月
１
日
㈬
～
28

日
㈫
※
水
質
検
査
計
画（
案
）は
、

本
庁
上
下
水
道
局
、黒
木
支
所
上
下

水
道
係
、星
野
支
所
建
設
産
業
係

の
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
な
お
、

本
計
画（
最
終
版
）は
３
月
31
日
㈮

ま
で
に
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
・
意
見
の
提
出
先
＝

本
庁
上
水
道
工
務
係（
☎
２
３・１
１

０
７
）、黒
木
支
所
上
下
水
道
係
（
☎

４
２・
１
１
１
８
）、
星
野
支
所
建

設
産
業
係
（
☎
５
２・３
１
１
４
）、

福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団
（
☎

０
９
４
２・２
７・１
５
６
３
）

令
和
５
年
度
水
質
検
査
計

画（
案
）へ
の
意
見
募
集

　

市
長
等
お
よ
び
議
員
の
令
和
４
年
資
産
等
報
告
書
の
審
査
を
八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
に
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、
12
月
12
日
付
け
で
審
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
審
査
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
の

で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
こ
の
審
査
意
見
書
は
、
総
務
課
ま
た
は
議
会
事
務
局
に
申
請
す

れ
ば
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
文
書
法
制
係
（
☎
２
３・１
１
１
１
）

資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
の
審
査
意
見
書
要
旨
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令
和
４
年
中
の
所
得
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
と
し
て
控
除
す
る
た
め

に
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
令
和
４
年
中
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
控

除
証
明
書
が
昨
年
11
月
ま
た
は

今
年
２
月
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告

の
際
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
や

領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
紛
失
に
よ
り
再
発
行
が
必

要
な
際
に
は
、
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
た
は
ね
ん
き
ん
加
入
者

ダ
イ
ヤ
ル
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
再
発
行
の
手
続
き
の
際

に
は
、
年
金
手
帳
な
ど
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
手

元
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
＝
令

和
4
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
12
月
31
日
ま
で
に
、
令

和
４
年
中
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
人

◦
令
和
４
年
11
月
に
送
付
さ
れ

た
人
＝
令
和
4
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
4
年
９
月
30
日
ま
で

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人
※
令
和
4
年
10
月
か

ら
12
月
分
の
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
に
つ
い
て
は
納
付
が

見
込
ま
れ
る
額
で
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
年
金

事
務
所
（
☎
０
９
４
２
・
３
３
・

６
１
９
２
）

◦
受
付
時
間
＝
平
日
８
時
30
分

～
17
時
15
分
（
時
間
延
長
＝

週
初
の
開
所
日
17
時
15
分
～

19
時
）

■
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０

０
４
／
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

か
け
る
場
合
は
（
東
京
）
０
３・

６
６
３
０
・
２
５
２
５
（
一
般

電
話
）

◦
受
付
時
間
＝
平
日
８
時
30
分

～
19
時
（
第
２
土
曜
日
9
時

30
分
～
16
時
）

※
土
・
日
・
祝
日
（
第
２
土
曜

を
除
く
）は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

「
国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
」が
必
要
で
す

確
定
申
告

時
に
は

　八女中部衛生施設事務組合（八女っくりん）
で製造している発酵肥料「新八女大地」のご利
用ありがとうございます。好評をいただいている
反面、肥料の生産量に限りがあり、購入希望者
全てに販売することができない状況です。
　「新八女大地」を広く利用していただけるよう、
次回の予約受付から販売方法を変更します。ご
理解とご協力をお願いします。
◦予約販売方法の変更点
　予約上限数を「1 月あたり100 袋／人」から「1
月あたり35 袋／世帯」に変更します。
◦予約受付予定	＝下表のとおり

予約受付開始日時 生産予定
3月1日㈬ 8時30分 4 月から6 月まで
6月1日㈭ 8時30分 7 月から9 月まで
9月1日㈮ 8時30分 10 月から12 月まで

12月1日㈮ 8時30分 令和6年1月から3月まで
◦汚泥発酵肥料「新八女大地」の概要
▽販売価格＝ 40 円／袋（10㎏入り）
▽主成分＝窒素 4.3％、リン酸 6.5％、カリウム
0.7％、銅 0.46g/㎏、亜鉛 1.40 g/㎏、炭素窒素比 6
▽主原料＝し尿・浄化槽汚泥・学校給食生ごみ
◦予約・問い合わせ＝八女中部衛生施設事務組
合（八女市北田形 1027 番地 1 ／☎ 24・5419）

　第十一回特別弔慰金の請求期限は、令和５年３
月 31 日㈮です。期限を過ぎると、弔慰金を受ける
権利がなくなります。
　戦没者等の死亡当時の遺族で、令和 2 年 4 月 1
日において「恩給法による公務扶助料」や「援護
法による遺族年金」等を受ける人がいない場合に、
遺族一人に額面 25 万円、5 年償還の記名国債が支
給されます。対象となる遺族でまだ請求していない
人は、早めに請求してください。
◦支給順位＝戦没者等の死亡当時の遺族で、次の
❶～❺の順位
❶令和 2 年 4 月 1 日までに援護法による弔慰金の
受給権を取得した人
❷戦没者等の子
❸戦没者等の ①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹で
次の要件をすべて満たす人（要件＝戦没者等死亡
当時、戦没者等と生計関係を有している。遺族以
外の養子になっていない。遺族以外の人と氏を改め
る婚姻または事実上の婚姻をしていない）
❹上記❸に必要な要件を満たしていない人
❺上記❶～❹以外の戦没者等の三親等以内の親族
で次の要件を満たす人（要件＝戦没者等の死亡時
まで引き続き１年以上の生計関係を有していた人）
◦問い合わせ＝福祉課福祉総務係（☎ 24・8030）
または各支所担当係

発酵肥料「新八女大地」
予約販売方法を変更します 第十一回特別弔慰金の請求はお早めに

戦没者等のご遺族の皆さまへ
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冬の古代体験まつり（事前申込不要）

八女市岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」

「いわいの郷」歴史講座

■古代における磐井の乱の影響
　ー律令制下の大宰府と地方豪族ー
　九州は都を遠く離れた辺境の地であっ
ても王権の安定を左右する重要な地域でした。
奈良時代以降の中央政府が磐井の乱の記憶を引
きずりつつも九州をいかに支配したのか、 大宰
府と九州の地方豪族の関係からみていきます。
◦講師＝松川博一さん ( 九州歴史資料館）
◦日時＝ 2 月 25 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
◦定員＝ 40 人（要申込・先着順）
◦申込受付開始＝ 2 月 1 日㈬

　違う学校の仲間と一緒に感動を味わっ
てみませんか。早春の八女の自然の中を
歩きながら、自分の限界に挑戦しましょう。
◦期日＝ 3 月 27 日㈪
◦募集対象＝市内に居住または通学する小学 4 年
生～中学 3 年生
◦募集定員＝ 50 人（定員を超えた場合は抽選）
◦参加費＝ 300 円（保険料含む、当日徴収）
◦コース＝決まり次第、募集チラシ等でお知らせ
します。（約 30㎞の予定）
◦申込期間＝ 2 月 6 日㈪～ 2 月16 日㈭
◦申し込み＝社会教育課または各支所まちづくり
推進係
◦問い合わせ＝社会教育課（☎ 23・1318）
※詳しくは、小中学校を通じて配布する募集チラ
シをご覧ください。

　ランニングバイク大会の運営を手伝って
くれる学生ボランティアを募集します。子
どもたちの思い出作りを一緒に手伝ってく
れませんか。
◦日時＝① 3 月18 日㈯ 13 時～ 17 時、② 3 月19
日㈰ 8 時～ 15 時（3 月 19 日が荒天の時は 3 月
21日㈷に延期）
◦場所＝げんき館おおぶち
◦対象者＝高校生、専門学生、大学生
◦定員＝先着 10 人
◦募集条件＝日程①②の両日とも参加できる人
◦申込方法＝電話かメールで申し込みください（☎
24・8217 ／Qgenkikanoobuchi@gmail.com）
◦申込締切＝ 2 月 28 日㈫まで
◦その他＝ボランティア証明書を発行します

学生ボランティア ( 運営スタッフ ) 募集
第４回ランニングバイクげんき館おおぶちカップ

【星野小学校へ】
八女市立星野小学校父母教師会会長  栗秋貴博
　＝空気清浄機 1 台（教育振興助成のため）

寄附のお礼　※敬称略

「いわいの郷」体験イベント

■春のおりがみ教室「おひなさまを折ろう」
◦日時＝ 2 月 26 日㈰ 10 時～ 12 時
◦参加費＝ 300 円　◦定員＝ 20 人
■館長と行く「古墳バスハイク」
　広川町の石人山古墳と弘化谷古墳を訪
れます。
◦日時＝ 3 月 5 日㈰ 10 時～ 12 時 30 分
◦参加費＝ 300 円　◦定員＝ 15 人
◦対象＝中学生以上
※両事業とも事前申込が必要です。（先着順）
◦受付開始＝ 2 月 1 日㈬

■人気の体験メニューを楽しもう！
◦体験メニューと料金＝勾玉づくり

（200 円）・銅鏡づくり（800 円）・弓矢体
験（100 円／弓矢体験は雨天中止）
◦日にち＝ 2月11日㈷・12日㈰・18日㈯・19日㈰
◦時間＝午前の部（10時～12時）、午後の部（13
時 30分～15時30分）
■紙飛行機名人になろう！
　宇宙ロケットの開発に携わっていた和田さん
と、長い時間および長い距離を飛ぶ紙飛行機を
作って古墳で飛ばそう！
◦日時＝ 2月18日㈯ 10時～12 時
◦参加費＝無料　◦定員＝ 20 人

21世紀・青少年チャレンジウォーク
第23回 参加者

募集

◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわいの
郷」（☎ 24・3200／N24・3210）月曜休館 
◦対象者の記載がない事業はどなたでも参加できます。た
だし、小学 3 年生以下の参加は保護者の同伴が必要です。
※掲載のイベントについては、新型コロナウイルス感染拡大
状況により、中止や延期となる場合があります。
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相
談
会
を
行
い
ま
す
。
相
談
無

料
、秘
密
厳
守
、予
約
優
先
で
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
弁
護

士
と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
28
日
㈫
・
３
月

１
日
㈬ 

９
時
～
20
時
（
受
付
は

19
時
30
分
ま
で
）

◦
相
談
会
場
と
連
絡
先
＝
福
岡

県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所

（
久
留
米
市
合
川
町
１
６
４
２
ー

１
県
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階
／

☎
０
９
４
２・３
０・１
０
３
４
）

　

原
則
毎
月
第
４
金
曜
日
に
、

事
業
者
を
対
象
に
「
八
女
よ
ろ

ず
経
営
相
談
窓
口
」
を
無
料
で

開
設
し
て
い
ま
す
。
２
月
の
テ
ー

マ
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

を
出
品
し
て
み
よ
う
」
で
す
。
八

女
市
で
は
、ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
に
登
録
で
き
る
商
品
価
格
や

寄
附
金
額
の
上
限
引
き
上
げ
な

ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

出
品
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者

の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
24
日
㈮
10
時
～

（
個
別
相
談
）、13
時
15
分
～
（
セ

ミ
ナ
ー
）　

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
室
Ｂ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
（
☎
０
９
２・６
２
２
・

７
８
０
９
）

◦
利
用
料
＝
１
区
画
6
千
円
／
年

◦
貸
出
場
所
＝
べ
ん
が
ら
村
西

側
駐
車
場
横

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
農

業
振
興
課
（
☎
２
３・１
１
１
８
）

　

創
業
に
お
け
る
知

識
習
得
や
新
規
開
業

時
の
事
業
計
画
・
資
金
計
画
の

立
て
方
、
実
践
的
な
経
営
な
ど
、

必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

◦
受
講
料
＝
八
女
市
民
３
０
０
０

円
、八
女
市
民
以
外
５
０
０
０
円

◦
定
員
＝
15
人
程
度

◦
開
催
日
＝
3
月
18
日
㈯
・
19

日
㈰
※
２
日
間
要
受
講

◦
開
催
時
間
＝
９
時
～
17
時

（
両
日
と
も
）

◦
開
催
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商
工

会
議
所（
☎
２
２・５
１
６
１
）、
八

女
市
商
工
会（
☎
４
２・０
１
５
３
）

　

応
募
に
基
づ
き
登

録
し
、
必
要
に
応
じ

て
任
用
し
ま
す
。

◦
募
集
職
種
＝
①
保
育
士
②
給

食
員

◦
応
募
資
格
＝
①
保
育
士
の
資

格
を
有
し「
保
育
士
証
」の
交

　

県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅（
詳
細
は
募

集
案
内
書
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
配
布
期
間
＝
２

月
17
日
㈮
～
3
月
6
日
㈪

◦
申
込
受
付
期
間
＝
2
月
24
日

㈮
～
3
月
6
日
㈪

◦
募
集
案
内
書
配
布
場
所
＝
県

住
宅
供
給
公
社
、同
公
社
筑
後

管
理
事
務
所
お
よ
び
大
牟
田
出

張
所
、市
役
所
定
住
対
策
課
お

よ
び
各
支
所

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　

ふ
れ
あ
い
農
園
は
、

農
産
物
を
育
て
る
楽

し
さ
、収
穫
す
る
喜
び
を
実
感

で
き
、健
康
や
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
体
験
型
農

園
で
す
。
農
業
体
験
を
通
し
て

交
流
を
図
り
、安
全
・
安
心
な
野

菜
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
申
込
締
切
＝
3
月
10
日
㈮

◦
貸
出
期
間
＝
4
月
1
日
～
3

月
31
日
（
1
年
間
）

◦
募
集
区
画
＝
23
区
画
（
１
区
画

20
㎡
）  
※
応
募
者
多
数
時
抽
選

会
の
作
り
方

◦
講
師
＝
三
木
幸
美
さ
ん
（
と

よ
な
か
国
際
交
流
協
会
職
員
）

◦
参
加
費
＝
無
料（
要
事
前
申
込
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地
区
同

和
対
策
雇
用
促
進
協
議
会
事
務

局
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
内
☎
２

３
・
６
１
８
８
、
担
当
／
野
村
）

　

10
月
１
日
か
ら
、消
費
税
の
仕

入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
」
が
始
ま
り
ま

す
。
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知

り
た
い
「
導
入
編
」、
制
度
全
般

に
つ
い
て
の「
概
要
編
」の
説
明

会
お
よ
び
「
登
録
申
請
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す（
要
事
前
申
込
）。

◦
日
時
＝
①
２
月
22
日
㈬
、
②
３

月
22
日
㈬
い
ず
れ
も
【
導
入
編
】

９
時
30
分
～
、【
概
要
編
】11
時

～
、【
登
録
申
請
相
談
会
】14
時
～

◦
対
象
＝
事
業
者
（
免
税
事
業

者
を
含
む
）

◦
定
員
＝
各
30
人

◦
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

税
務
署
（
☎
２
３
・
５
１
９
１
）

　

筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所
で
、

来
所
ま
た
は
電
話
に
よ
る
労
働

◦
日
時
＝
2
月
19
日
㈰ 

10
時
～

11
時
30
分（
受
付
9
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
幼
稚
園
・
保
育
所
に

通
う
年
長
・
年
中
児
親
子

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
総
合

体
育
館
（
☎
２
４
・１
２
３
０
）、

各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

◦
日
時
＝
2
月
8
日
㈬ 

14
時
～

（
受
付
13
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

◦
講
演
テ
ー
マ
＝「
熱
と
光
を
た

ぐ
り
寄
せ
る
」～「
私
た
ち
」の
社

お知らせ

募
　
集

　掲載している催し等は、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止のため、中止になる
ことも想定されます。市の催しについては八
女市ホームページで確認、そのほかについて
はお問い合わせください。催しへの来訪の際
はマスクの着用や検温にご協力ください。

第
５
回
県
営
住
宅
入
居
者

八
女
市
ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者

「
八
女
創
業
塾
」
受
講
生

も
よ
お
し

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ス
ポ
ー
ツ
in
八
女

―
事
業
主
向
け
ー

人
権
・
同
和
問
題
研
修
会

―
事
業
者
向
け
ー

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

相
　
談

解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

―
事
業
者
向
け
ー

無
料
経
営
相
談
窓
口

保
育
所
保
育
士
・
給
食
員

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）
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付
を
受
け
て
い
る
人 

②
調
理

師
等
の
資
格
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
調
理
に
関
す
る
十
分
な
知

識
、
経
験
を
有
す
る
人

◦
報
酬
＝
①
８
９
０
０
円 

②

６
８
８
６
円
（
日
額
）

◦
１
日
の
勤
務
時
間
＝
①
7
時

間
45
分 

②
7
時
間
15
分

■
①
②
共
通

◦
任
用
期
間
＝
4
月
1
日
～
9

月
30
日
（
年
度
内
更
新
あ
り
）

◦
勤
務
場
所
＝
八
女
市
立
（
福

島
、
長
峰
、
北
山
）
保
育
所

◦
そ
の
他
＝
通
勤
手
当
、
期
末

手
当
あ
り

◦
提
出
書
類
＝
八
女
市
会
計
年

度
任
用
職
員
登
録
申
込
書
、
資

格
証
明
書
（
※
申
込
書
は
八
女

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育

て
支
援
課
こ
ど
も
未
来
係
（
☎

２
４
・
８
８
１
４
）

▽
山
の
井
用
水
路

◦
期
間
＝
３
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

▽
中
の
井
用
水
路

◦
期
間
＝
３
月
5
日
㈰
～
26
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
第
一
整
備
室
農

林
土
木
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

　

2
月
15
日
㈬
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
が

行
わ
れ
ま
す
。
八
女
市
で
は
、

こ
の
試
験
の
た
め
に
、
11
時
頃

に
防
災
ラ
ジ
オ
が
自
動
起
動
し

て
、
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
。

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・

津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急

情
報
を
、
人
工
衛
星
な
ど
を
通

じ
て
、
国
か
ら
皆
さ
ん
に
瞬
時

に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生

活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

　

令
和
5
年
度
か
ら
立
花
地
区

の
学
童
保
育
所
（
2
小
学
校
区

３
ク
ラ
ブ
）
の
運
営
事
業
者
を

決
定
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

◦
事
業
者
名
＝
社
会
福
祉
法
人

飛
形
福
祉
会

◦
委
託
期
間
＝
令
和
５
年
度
か

ら
最
長
５
年
間

◦
保
育
環
境
等
＝
各
学
童
保
育

所
の
所
在
地
は
変
わ
り
ま
せ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援

課
こ
ど
も
保
育
係
（
☎
２
３
・

１
３
５
１
）

　

2
月
16
日
㈭
か
ら
県
内
一
部

地
域
で
、
携
帯
電
話
の
新
し
い
電

波
の
利
用
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
の

出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ

の
視
聴
に
影
響
が
出
た
と
き
は
、

一
般
社
団
法
人
７
０
０
メ
ガ
ヘ
ル

ツ
利
用
推
進
協
会
が
回
復
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
協
会
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー（
☎
０
１
２
０・７
０
０・

０
１
２
）
※
受
付
＝
９
時
～
22
時

　

１
月
か
ら
軽
自
動
車

税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム

（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）に
よ
り
、車
検

時
の
納
税
証
明
書
が
原
則
不
要

に
な
り
ま
し
た
。
対
象
は
軽
自
動

車
で
、小
型
二
輪
バ
イ
ク
は
対
象

外
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
な

ど
は
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

◦
納
付
直
後（
納
付
か
ら
約
２
～

３
週
間
以
内
）で
、シ
ス
テ
ム
に

情
報
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い

◦
中
古
車
の
購
入
直
後

◦
他
市
区
町
村
へ
転
入
出
直
後

◦
対
象
車
両
に
過
去
の
未
納
が
あ
る

　

詳
細
は
地
方
税
共
同
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　12月11日㈰、八女市牟田地区で総
務省消防庁採択事業「消防団・自主防
災組織連携促進事業」が行われました。
　これは、消防団や自主防災組織等が
組織の枠を超えて連携することで、地
域防災力の向上を図る事を目的とした
ものです。訓練には地域の 6 団体約
200人が参加しました。
　訓練は牟田地区防災計画にのっとり、
避難訓練や災害図上訓練をはじめ、消
火器体験・模擬火災体験ＶＲコーナー
などを通じて多くの人が防災に触れる
機会となりました。また、コロナ禍の中、
地域の繋がりをより強固なものにする
機会にもなりました。
　八女消防本部では、今後も訓練を通
じて防災意識の普及啓発に努めます。

八女消防本部（☎ 24・1119）
牟田地区で防災訓練を実施

一
　
般

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎ 23・0294）

【岡山地区】
◦日時＝2月24日㈮10時～11時30分、
　12 時 30 分～15 時 30 分
◦場所＝八女市室岡公民館

【忠見地区】
◦日時＝3月6日㈪10時～11時30分、
　12 時 30 分～15 時 30 分
◦場所＝株式会社熊谷光玉園

春
季
停
水
の
お
知
ら
せ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
情
報

伝
達
試
験
放
送
を
行
い
ま
す

▶
防
災
図
上
訓
練
で
、

地
域
の
現
状
を
可
視
化

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
を
実
施

軽
自
動
車
車
検
時
の
納
税
証
明

書
は
原
則
不
要
に
な
り
ま
し
た

　感染予防に効果のあるマスクです
が、効果的に使用するためにも正しい
方法で着用しましょう。
　マスクの正しい利用方法は、
厚生労働省YouTubeチャンネル

（右二次元コード）から確認できます。
※病気などの理由があってマスクを着
用できない人がいます。社会全体の理
解と配慮をお願いします。
◦問い合わせ＝健康推進課 新型コロ
ナウイルス対策係（☎ 23・1201）

マスクの着用について

学
童
保
育
所
の
運
営
委
託
事

業
者
を
決
定



輝かしい
門出を祝して

市市長長ココララムム95
　
▼
１
月
８
日
、
新
成
人
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
晴
天
の
下
、

八
女
市
二
十
歳
の
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約
４

５
０
人
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
な
ど

を
身
に
ま
と
い
、
懐
か
し
い
友
人
と
の
再
会
に
笑
顔
が
絶
え
な

い
、
終
始
和
や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
▼
八
女
市
の
成
人

式
は
、
新
成
人
の
皆
さ
ま
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
式
典

の
司
会
進
行
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
自
ら
企
画
し
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
９
月
か
ら
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
実
行
委
員

の
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん

は
、
学
生
や
社
会
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
は
異
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
も
っ
て
育
て
て
こ
ら
れ
た
ご
家

族
な
ど
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
ご
自
身
の
夢
や
目
標

に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
▼

現
代
社
会
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
可
能
性
は
無

限
大
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
つ

ら
く
厳
し
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
友
人
や
お
世
話
人
に
な
っ
た
先
生
方
、
ご
家
族

の
皆
さ
ま
と
の
絆
を
さ
ら
に
深
め

て
い
た
だ
き
、
自
分
の
信
じ
る
道

を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
新
成
人
の

皆
さ
ま
に
は
ふ
る
さ
と
八
女
へ
の

誇
り
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、
輝
か

し
い
未
来
の
扉
を
開
い
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

八女市二十歳の成人式にて

おたんじょうびおめでとう

前原 唯
い ち

花
か

ちゃん

R4年2月27日生（納楚）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、
市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限
る）。氏名・生年月日・住所・簡単なコメント（30字
以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに
直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。
◦申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

い
つ
も
元
気
な
凪
沙
ち
ゃ
ん
。
お

姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
す
く
す
く

育
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
歳
お
め
で
と
う
！
兄
弟
仲
良

く
、
元
気
で
健
康
に
育
ち
ま
す
よ

う
に
♡

素
敵
な
笑
顔
の
は
る
君
！
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く

な
っ
て
ね
♡

1
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

兄
姉
に
負
け
ず
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
!!

祝
１
歳
☆
家
族
で
い
っ
ぱ
い
冒

険
し
よ
う
ね
♡
笑
顔
1
0
0
点

満
点
！

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
い
っ
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
だ
よ
♡
す
く
す
く
元

気
に
育
っ
て
ね
♫

み
な
と
く
ん
ス
ク
ス
ク
大
き
く

な
っ
て
ね
。
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
た
く

さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
。

笑
顔
が
可
愛
い
花
歩
ち
ゃ
ん
、
だ

い
す
き
だ
よ
♡
す
く
す
く
大
き
く

な
あ
れ
♪

祝
１
歳
！
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で
お

姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ

て
ね
。

今村 凪
なぎ

沙
さ

ちゃん 今里 公
こ う

紀
き

ちゃん

北村 春
は

瑠
る

ちゃん

仙頭 翔
かける

ちゃん

松永 尊
たける

ちゃん

鹿野 千
ち

遥
は る

ちゃん

下川 湊
み な と

士ちゃん

横枕 空
そ ら

來
な

ちゃん

松尾 花
か

歩
ほ

ちゃん

R4年2月9日生（立花町北山） R4年2月17日生（宮野）

R4年2月24日生（龍ヶ原）

R4年2月10日生（馬場）

R4年2月19日生（津江）

R4年2月27日生（室岡）

R4年2月14日生（本村）

R4年2月20日生（本町）

R4年2月28日生（吉田）

あなたの投稿が広報紙に！？あなたの投稿が広報紙に！？
ハッシュタグ八女ハッシュタグ八女
「新コーナー」「新コーナー」

２月の「お題」２月の「お題」

＃
＃冬八女＃冬八女

　毎月テーマを変えてI
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram上で八女の魅力
を集めます。
　2月も引き続き「＃冬八女」を募集します！
　ご自身のInstagramアカウントで「＃冬八女」
もしくは「＃ハッシュタグ八女」と付けて、ぜひ投
稿をお願いします。素敵な投稿は、広報八女や公
式SNSでご紹介させていただく場合があります。
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